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「一般会計」は ２３２億９,８００万円
が使われます（23年2月1日現在の現住人口52,232人で算出）

歳　入
232億9,800万円

市税
46億2,525万円
（19.9％）

分担金及び負担金
2億1,687万円
（0.9％）

地方交付税
103億5,995万円

（44.5％）

使用料及び手数料
2億6,860万円
（1.2％）

財産収入など
4,698万円
（0.2％）

繰入金
3,109万円
（0.1％）
繰越金

1億5,000万円
（0.6％）

諸収入
7億4,197万円
（3.2％）

地方譲与税など
10億3,555万円

（4.4％）国庫支出金
21億670万円
（9.0％）

県支出金
15億4,854万円

（6.6％）
市債

21億6,650万円
（9.4％）

自主財源 （
26.1%

）

依

存財源  （73.4%）

は
、
長
引
く
景
気
の
低
迷
に
よ
り

個
人
市
民
税
に
つ
い
て
引
き
続
き
減
収
が

見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
企
業
収
益
の
回
復

な
ど
に
よ
り
法
人
市
民
税
に
つ
い
て
は
増

収
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
税
に
つ

い
て
は
増
額
と
な
る
見
込
み
で
す
。
地
方

交
付
税
に
つ
い
て
は
、
２２
年
度
算
定
結
果

お
よ
び
国
の
２３
年
度
地
方
財
政
計
画
の
伸

び
率
か
ら
前
年
度
当
初
予
算
額
と
比
べ
て

増
額
の
見
込
み
で
す
。

こ
の
よ
う
な
見
込
み
な
ど
か
ら
２３
年
度

一
般
会
計
歳
入
予
算
は
、
２２
年
度
当
初
予

算
と
比
べ
て
１
・
５
％
の
増
加
、
６
月
補

正
後
予
算
（
肉
付
け
予
算
）
と
比
べ
て
０
・

６
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

農
林
業
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
事
業
推
進
な
ど

｢
新
重
点
推
進
事
業｣

に
２
億
１
７
８
５
万
円

平成23年度 予 算

は
、
少
子
高
齢
化
、
高
度
情
報
化
、

環
境
対
策
な
ど
従
来
の
行
政
課
題
へ
の
対

応
と
と
も
に
、
緊
急
雇
用
対
策
へ
の
対
応

が
引
き
続
き
必
要
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ

ら
の
所
要
額
を
計
上
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
の
将
来
の
都
市
像
で
あ
る｢

豊
か
で
元
気
な
農
山
村
と
活
力
あ
る
生

活
・
観
光
都
市｣

の
実
現
に
向
け
て
、
喜

多
方
市
総
合
計
画
に
基
づ
く
諸
施
策
の
着

実
な
推
進
お
よ
び
財
政
の
健
全
化
の
確
保

を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
た

め
、２３
年
度
の
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、

必
要
性
、
緊
急
性
、
優
先
度
を
考
慮
し
、

財
源
を
有
効
に
活
用
す
る
観
点
か
ら
、
事

業
の
重
点
・
選
別
化
を
念
頭
に
歳
出
予
算

の
計
上
を
行
い
ま
し
た
。

□
前
年
度
当
初
予
算
は
、
市
長
選
挙
の

関
係
に
よ
り
骨
格
予
算
と
し
て
編
成
し
ま

し
た
が
、
２３
年
度
当
初
予
算
は
通
常
ど
お

り
年
度
内
に
お
け
る
所
要
額
を
計
上
す
る

総
額
予
算
と
し
て
編
成
し
ま
し
た
。

市
総
合
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た

め
特
に
重
要
な
事
業
（
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト

に
基
づ
き
重
点
的
に
行
う
事
業
ま
た
は
重

要
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
提
案
事

業
）
と
し
て
、
新
重
点
推
進
事
業
（
２４
事

業
、
総
事
業
費
２
億
１
７
８
５
万
円
）
を

計
上
し
ま
し
た
。

新
重
点
推
進
事
業
の
ほ
か
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
る
う
え
で
、
市
総
合
計

一
般
会
計
当
初
予
算
の
概
要

予
算
編
成
の
要
点

平
成
２３
年
度
の
当
初
予
算
は
、
市
総
合
計
画
に
掲
げ
る
目
標
の
着
実
な
達
成
を
図
る
た
め
、
新
た
に
「
新
重
点

推
進
事
業
」
枠
を
設
け
重
点
的
に
予
算
配
分
を
行
う
な
ど
、
事
業
の
重
点
・
選
別
化
を
念
頭
に
置
い
た
予
算
編
成

と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
般
会
計
当
初
予
算
の
総
額
は
２
３
２
億
９
８
０
０
万
円
で
、
２２
年
度
の
当
初
予
算
と
比
較
し

て
３
億
４
１
０
０
万
円
の
増
、
６
月
補
正
後
予
算
（
肉
付
け
予
算
）
と
比
較
す
る
と
１
億
４
２
２
０
万
円
の
増
と
な

り
ま
し
た
。
合
併
６
年
目
と
な
る
ま
ち
づ
く
り
は
、
市
総
合
計
画
に
基
づ
き
、
将
来
像
「
豊
か
で
元
気
な
農
山
村

と
活
力
あ
る
生
活
・
観
光
都
市
」
の
実
現
を
め
ざ
し
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

予　算

□ □ □

歳 

入

歳 

出
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歳　出
232億9,800万円

総務費
29億6,486万円
（12.7％）

民生費
54億9,827万円
（23.6％）

衛生費
28億2,042万円
（12.1％）

農林水産業費
15億8,235万円

（6.8％）

商工費
13億8,966万円

（6.0％）

土木費
25億620万円
（10.8％）

消防費
10億2,124万円
（4.4％）

教育費
25億5,557万円
（11.0％）

予備費
1億円
（0.4％）

議会費
3億1,804万円
（1.4％）

公債費
25億703万円
（10.7％）

労働費
3,436万円
（0.1％）

歳　出
232億9,800万円

総務費
29億6,486万円
（12.7％）

民生費
54億9,827万円
（23.6％）

衛生費
28億2,042万円
（12.1％）

農林水産業費
15億8,235万円

（6.8％）

商工費
13億8,966万円

（6.0％）

土木費
25億620万円
（10.8％）

消防費
10億2,124万円
（4.4％）

教育費
25億5,557万円
（11.0％）

予備費
1億円
（0.4％）

議会費
3億1,804万円
（1.4％）

公債費
25億703万円
（10.7％）

労働費
3,436万円
（0.1％）

みんなの暮らしに身近な予算の
市民1人当たり　４４６,０４８円

画
に
基
づ
き
積
極
的
に
推
進
す
る
必
要
が

あ
る
３５
事
業
を
重
要
事
業
と
位
置
づ
け
、

そ
れ
ら
の
所
要
経
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

厳
し
い
雇
用
環
境
に
対
応
す
る
た
め
、

引
き
続
き
緊
急
雇
用
創
出
事
業
お
よ
び
ふ

る
さ
と
雇
用
再
生
事
業
に
よ
る
緊
急
雇
用

対
策
経
費
（
５６
事
業
、
雇
用
人
数
１
５
７

人
、
総
事
業
費
２
億
８
１
３
６
万
円
）
を

計
上
し
ま
し
た
。

子
ど
も
手
当
の
支
給
、
子
ど
も
医
療

費
の
無
料
化
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
な
ど
の
接
種
費
の
助
成
な
ど
少
子
化
や

予
防
医
療
に
か
か
る
扶
助
費
や
委
託
料
の

所
要
経
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

主
な
建
設
事
業
と
し
て
、
新
本
庁
舎

建
設
事
業
、
坂
井
・
四
ツ
谷
線
街
路
事
業
、

西
小
原
・
北
町
線
街
路
事
業
、
道
路
改
良

事
業
、
公
営
住
宅
改
修
事
業
、
消
防
施
設

整
備
事
業
、
小
中
学
校
耐
震
化
事
業
、
喜

多
方
プ
ラ
ザ
整
備
事
業
、
松
山
公
民
館
整

備
事
業
、
山
都
・
高
郷
簡
易
水
道
統
合
事

業
、
水
道
拡
張
事
業
な
ど
の
所
要
事
業
費

を
計
上
し
ま
し
た
。

※
一
般
会
計
予
算
の
主
な
事
業
に
つ
い
て

は
、
④
⑤
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

財
政
課
財
政
班
☎
（
２４
）
５
２
１
３

問問

水 道 事 業 会 計 予　算

特 別 会 計 予　算 一 般 会 計

●収益的収入及び支出〔営業勘定〕　(単位：万円)

※財源不足額6億4,360万円は、当年度分消費税および地方消
費税資本的収支調整額などで補てんします。

《業務の予定量》 ○給水件数 ………… 15,060件
 ○年間総給水量 … 4,201,000㎥
 ○１日平均給水量 … 11,510㎥

●資本的収入及び支出〔資本勘定〕　(単位：万円)

《収入》
区　　分 予算額
営業収益 8億9,794
営業外収益 1,370
特別利益 10
計 9億1,174

国民健康保険事業特別会計 55億380万円

後期高齢者医療事業特別会計 5億100万円

介護保険事業特別会計 41億359万円

公有林整備事業特別会計 1,825万円

都市計画事業喜多方西部土地区画整理事業特別会計

1億2,982万円

都市計画事業塩川駅西土地区画整理事業特別会計

1億4,106万円

農業集落排水事業特別会計 1億9,869万円

下水道事業特別会計 14億7,041万円

山都簡易水道事業等特別会計 5億8,549万円

高郷簡易水道事業特別会計 9,513万円

駒形財産区特別会計 935万円

一ノ木財産区特別会計 4,250万円

早稲谷財産区特別会計 2,141万円

《収入》
区　　分 予算額
出 資 金 8,701
補 助 金 3,750
負 担 金 4,450
繰 入 金 54
計 1億6,955

《支出》
区　　分 予算額
営業費用 7億6,185
営業外費用 8,744
特別損失 200
予 備 費 300
計 8億5,429

《支出》
区　　分 予算額
拡張工事費 1億2,216
建設改良費 3億7,322
企業債償還金 3億1,477
予 備 費 300
計 8億1,315

□□

□
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浄化槽設置整備経費
(◎浄化槽設置整備事業補助金(撤去
費補助) 285万円)
　除雪経費 2億8,980万円
　道路改良事業 1億9,964万円
　都市計画諸費
(◎外環状道路(地蔵免～西原区間)予
備調査設計等業務委託 434万円)
◎坂井･四ツ谷線街路事業
 1億3,497万円
　公園管理経費
(◎緑の基本計画策定業務 419万円)
◎公営住宅建設事業(北松ノ前･松ヶ
丘団地集会施設建設及び公営住宅駐
車場整備工事) 4,441万円
◎住生活基本計画策定事業 660万円
◎山都･高郷簡易水道統合事業(山都
簡易水道事業等特別会計)
 4億5,755万円

◎景観色彩ガイドライン策定支援事業
399万円

環境衛生諸費
(■環境基本条例の策定 30万円)
　鳥獣保護及び有害鳥獣捕獲経費
(◎有害鳥獣捕獲技術向上施設整備
事業補助金　※研修センター改修へ
の補助 133万円)

◎新エネルギー導入推進等経費
 589万円

■市勢広報映像作成経費　※市勢
PR用DVDなどの作成 99万円
■きたかた大使経費 276万円
◎新本庁舎建設事業　※設計プロポ
ーザル審査委員会の開催、基本設計
など 3,920万円
◎共聴施設整備事業費補助金
※地上デジタル放送が視聴できない
地区で共同アンテナを整備する組合
への補助 5,653万円
■GIS(地理情報システム)整備事業
※固定資産税のGIS整備 1,742万円
◎緊急雇用創出事業 ※147人を雇用               

2億5,015万円
◎ふるさと雇用再生特別基金事業
※10人を雇用 3,121万円

　各地域間交流推進経費　※各交流
事業の実施、東京都東大和市･千葉
県香取市との交流の検討 55万円

　市史経費　※市町村史の頒布、収
集資料の整理、塩川町史の編さん
 2,210万円
　文化財保護経費 ※審議会の開催、
文化財管理事業への補助 367万円
　埋蔵文化財発掘調査経費 ※県道
16号喜多方西会津線、県道69号北山会
津若松線拡幅に先立つ試掘調査

1,139万円

〔一般会計〕

国民健康保険事業費 ※国民健康
保険事業特別会計への繰出金
 3億1,837万円
◎地域･家庭医療センター運営経費
※指定管理者による管理･運営
 3,957万円
　老人等医療給付経費 ※後期高齢
者医療事業特別会計への繰出金
 8億7,339万円
　健康増進経費 9,677万円

障がい者福祉援護経費 ※身体障
がい者、知的障がい者、精神障がい
者への援護 5億1,070万円
　重度心身障害者医療費助成経費
 1億2,756万円
　精神保健経費 116万円
■地域生活支援事業　※障がい者に
必要なサービスを提供し検証するこ
とによる障がい者と家族の抱える問
題の解決など 332万円
　生活保護給付費 7億9,776万円
　高齢者世帯等除雪支援経費 133万円
　高齢者福祉施設管理経費
(◎高齢者施設スプリンクラー緊急整
備推進事業補助金　※小規模多機能
型居宅介護事業所への補助 329万円)
　敬老経費 2,280万円
　社会福祉施設補助経費
(◎小規模介護施設等緊急整備等臨
時特例基金事業補助金　※社会福祉
法人などが実施する小規模介護施設
整備への補助 3,000万円）
　老人クラブ活動等社会活動促進経費
 590万円
　老人保護措置経費  1億1,148万円
　太極拳による高齢者の健康づくり
　経費 115万円
　太極拳のまち推進経費 435万円
　介護保険事業特別会計繰出金
　　　　　　　　　　 6億2,560万円

　広域市町村圏組合負担金(常備消防費)
(◎消防指令台共同運用整備事業に
係る負担金 1億5,273万円)
　消防施設整備事業費  3,581万円
　防災対策経費
(■水害調査委託事業　※上江･別府
地区(塩川町)で発生する水害の発生
要因やメカニズムの調査 148万円)

快適な生活環境の形成地 域 間 交 流 の 推 進

人と自然に配慮した環境の形成

地域で育む福祉体制の推進

地 球 環 境 を 意 識 し た
循 環 型 社 会 の 形 成

安心で 健 康に 暮らせる
保 健・医 療 体 制 の 推 進

自然・歴史・文化に誇りが
もてる地 域 資 源の活用

安全・安心の防犯・防災体制・
交通安全対策等の推進

～ くらしづくり ～

■　……新重点推進事業
◎　……重要事業
太字……予算事業名
( ) ……予算事業内の事業名
※　……事業概要

づ く り ～ ～ ふるさとづくり ～
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◎喜多方プラザ施設改善･増設工事
 3億1,782万円
◎公民館整備事業　※松山公民館の
ホール建設、駐車場整備、既存公民
館改修工事 1億4,916万円
　スポーツ振興経費
(■スポーツ交流都市宣言関係 ※記
念スポーツ教室などの開催、宣言看
板の設置など 75万円)
　ボートのまちづくり振興経費
(■全国ボート場所在市町村協議会
首長会議開催地負担金 40万円)
(■全日本マスターズレガッタ開催
地負担金  150万円)

◎学力向上対策経費　※スクールカ
ウンセラー未配置地区への市独自で
の配置 841万円
　小学校管理経費
(◎耐震補強工事設計業務 ※熱塩･山
都･姥堂小校舎、関柴･松山小体育館
の補強設計　　　　　　 2,406万円)
(◎耐震基本計画　※慶徳･加納小体
育館の調査 849万円)
　中学校管理経費
(◎耐震補強工事設計業務 ※高郷中
体育館の補強設計 385万円)
(◎耐震基本計画　※第三中体育館
の調査 849万円)

　社会福祉諸費
(■出会い創出推進事業　※専用ホ
ームページの立ち上げ、出会いイベ
ントへの補助 133万円)
(◎ＤＶ防止基本計画策定事業 254万円)
保育所管理運営経費
(■保育所0歳児待機児童解消事業
 1,012万円)
　児童館管理運営経費
(■放課後児童クラブ事業の拡大
※高郷小学校区への新規開設、上三
宮･岩月･熊倉･関柴小学校区への4～6
年生受け入れ拡充の試行 1,244万円)
　教育委員会事務局管理経費
(◎スクールバス運行業務委託 ※第
三小学校の開校に伴う入田付地区の
児童･生徒の送迎 838万円)
　予防経費
(◎子宮頸がん等ワクチン接種事業
 4,522万円)
◎子ども医療給付費 6,212万円

■園芸作物施設化促進事業補助金
※園芸作物栽培用ハウスの整備経費
への補助 600万円
■集落営農組織化等緊急促進事業
※集落営農の組織化などに向けた活
動、集落営農組織への農地利用集積、
経営多角化への補助 395万円
■農作物野生獣被害対策事業補助金
※電気牧柵設置への補助 60万円
■新規就農者経営確立支援事業費補
助金 ※就農開始経費の助成 544万円
◎生産調整拡大促進対策事業補助金
 765万円
■森林整備･木材利用促進対策事業
補助金　※未利用となっている間伐
材の搬出･運搬への補助 278万円
■スギ皮剥対策事業　※クマなどによ
るスギ皮剥ぎ被害への予防 35万円
◎カーボン･オフセットを活用した
森林整備事業　※オフセット･クレ
ジットによる収益を活用した公有林
の間伐と路網整備 1,369万円

　雇用促進対策経費
(■キャリアコーディネーターによる就
職支援事業　※一般求職者や新規高
卒予定者への相談、研修 116万円)
　商工業振興対策経費
(■中小企業経営改善推進事業　※
技術交流会などの実施 290万円)
 中小企業振興対策経費
(■商店街低炭素街路灯導入促進事業
※省エネ型街路灯への取り替えの補助
 160万円)
(◎中小企業振興資金貸付金 ※市内
金融機関への預託事業4億4,000万円)
■農林産物等ブランド力強化支援事業
※喜多方ブランド品の認証や取扱店の
認定、ガイドブック作成など 274万円
会津喜多方中核工業団地関連事業
(◎会津喜多方中核工業団地関連事
業補助金 8,333万円)

■花でもてなす観光事業 216万円
◎小田付地区まちづくり整備方針策
定業務委託 535万円
◎飯豊山関連工事　※岩場のはしご
取付工事など 581万円

　一行政区一運動事業　※地域社会
の活性化に貢献し、他の模範となる
活動への表彰 18万円
◎自治基本条例関係経費　※策定市
民会議の開催 113万円
■過疎地域･集落対策事業　※外部
からの専門的人的支援、集落課題克
服の元気塾、行政組織内の連携、空
き家などの利活用検討など 374万円

　男女共同参画推進経費　※審議会
の開催、関連事業への補助･啓発活
動など 119万円

住民と行政の協働の推進心を豊かにする生涯学習の推進

特色ある学校教育の推進

地域の個性を生かした商工業の振興

男 女 共 同 参 画 の 推 進

地 域の特 色を生かした
活力ある農 林 業の振 興

安心して子育てができる
環 境 整 備 の 推 進

も て な す 心 が 温 か い
喜 多 方 流 観 光 の 推 進

～ ひ と づ く り ～ ～ 産 業 づ く り ～ ～ 地 域 社 会

　23年度一般会計予算の主な

事業を、５つのまちづくりの

施策ごとに紹介します。

平成23年度 予 算
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新本庁舎建設基本構想及び基本計画の案をまとめました
市では本庁舎の建て替えに向けて新本庁舎建設基本構想

及び基本計画の案をまとめ、現在パブリック･コメント(市民
の皆さんからの意見等の募集)を実施しています。
３月15日にお知らせ文を配布しましたが、改めてこれら

の案の主な内容についてお知らせいたします。

◆パブリック・コメントの実施期間

平成23年３月15日（火）～４月18日（月）
※詳しくは市ホームページをご覧いただくか、お問い合わ
せください。 財政課　☎(24)5213

⑴
老
朽
化
の
問
題
…
現
在
の
本
庁
舎
及
び

教
育
委
員
会
庁
舎
は
耐
用
年
数
を
過
ぎ
、

老
朽
化
が
著
し
い
状
況
に
あ
る
た
め
、
建

物
の
損
壊
や
設
備
の
故
障
が
た
び
た
び
起

き
て
お
り
、
安
全
性
や
執
務
等
へ
の
支
障

が
危
惧
さ
れ
る
状
況
で
す
。

⑵
分
散
化
・
利
便
性
の
問
題
…
執
務
ス
ペ

ー
ス
の
不
足
に
よ
り
、庁
舎
が
分
散
化
し
、

窓
口
ス
ペ
ー
ス
が
狭
あ
い
で
、
市
民
に
と

っ
て
利
用
し
に
く
い
状
況
で
す
。

⑶
執
務
環
境
の
問
題
…
現
在
の
本
庁
舎
及

び
教
育
委
員
会
庁
舎
と
も
に
、
建
物
内
部

は
床
、
壁
、
窓
な
ど
全
体
的
に
損
傷
が
著

し
い
と
と
も
に
、
執
務
室
の
狭
あ
い
化
な

ど
好
ま
し
く
な
い
状
況
で
す
。

⑷
議
会
環
境
の
問
題
…
現
在
の
本
庁
舎
の

議
会
棟
は
狭
あ
い
で
あ
る
と
と
も
に
、
必

要
な
諸
室
が
不
十
分
な
状
況
で
す
。

⑸
耐
震
性
等
の
問
題
…
現
在
の
本
庁
舎
及

び
教
育
委
員
会
庁
舎
と
も
に
、
現
在
の
耐

震
基
準
に
適
合
し
て
お
ら
ず
、
万
が
一
大

地
震
な
ど
大
規
模
災
害
が
起
き
た
時
に
、

災
害
対
策
本
部
の
機
能
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
な
い
な
ど
の
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

⑹
駐
車
場
の
問
題
…
現
在
の
本
庁
舎
の
駐

車
場
に
つ
い
て
は
、
来
庁
者
用
、
公
用
車

用
と
も
に
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
比
べ
て
利
用

数
が
か
な
り
多
く
日
常
的
に
不
足
の
状
態

で
す
。

市
庁
舎
の
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
は
、
行

政
運
営
及
び
議
会
活
動
の
拠
点
施
設
と
し

て
、
利
便
性
、
機
能
性
、
安
全
性
及
び
快

適
性
な
ど
の
通
常
備
え
る
べ
き
一
定
水
準

の
性
能
を
有
し
、市
民
が
利
用
し
や
す
く
、

親
し
み
や
す
い
、
シ
ン
ボ
ル
的
な
建
物
で

あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
現
在
の
本
庁
舎
に
は
、
様
々

な
問
題
点
が
あ
り
、
本
来
の
市
庁
舎
の
あ

る
べ
き
姿
と
か
け
離
れ
た
状
況
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
現
状
の
問
題
点
を
総
合
的
に

解
決
し
、
あ
る
べ
き
姿
の
実
現
を
図
る
た

め
に
、
早
期
に
新
本
庁
舎
を
建
設
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
教
育
委
員
会
の
ス
ペ

ー
ス
も
含
め
て
建
設
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

⑴
市
民
が
利
用
し
や
す
く
親
し
ま
れ
る
庁

舎
…
多
く
の
市
民
に
利
用
さ
れ
る
施
設
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
市
役
所
を
訪
れ
る
市
民

の
誰
も
が
、
ス
ム
ー
ズ
に
快
適
に
利
用
で

き
、
親
し
み
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
庁
舎

と
し
ま
す
。

⑵
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
資
す
る
機
能

的
な
庁
舎
…
市
民
へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

拠
点
施
設
で
あ
る
た
め
、
十
分
な
窓
口
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な（
柔

軟
な
）執
務
空
間
の
形
成
、
議
会
エ
リ
ア

の
充
実
な
ど
、
配
置
構
成
に
配
慮
し
た
機

能
的
な
庁
舎
と
し
ま
す
。

⑶
耐
震
性
等
を
有
し
た
安
全
・
安
心
な
庁

舎
…
万
が
一
大
地
震
な
ど
大
規
模
災
害
が

起
き
た
場
合
に
災
害
対
策
本
部
の
機
能
を

確
実
に
果
た
せ
る
と
と
も
に
、
不
測
の
緊

急
事
態
に
お
い
て
も
、
行
政
機
能
を
遂
行

で
き
る
庁
舎
と
し
ま
す
。

⑷
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
環
境
に
配
慮
し
た

庁
舎
…
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
や
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
活
用
な
ど
環
境
負
荷
の
低
減
に

配
慮
し
た
庁
舎
と
し
ま
す
。

⑸
観
光
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
庁
舎
…
街
並

み
へ
の
調
和
に
配
慮
し
た
、
全
国
的
な
知

名
度
を
誇
る
観
光
都
市｢

喜
多
方｣

に
ふ
さ

わ
し
い
庁
舎
と
し
ま
す
。

⑴
市
民
利
用
機
能
…
市
役
所
を
訪
れ
る
市

民
の
誰
も
が
、
ス
ム
ー
ズ
に
快
適
に
利
用

で
き
る
よ
う
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化

を
図
り
ま
す
。
市
民
が
安
心
し
て
気
軽
に

相
談
等
が
で
き
る
よ
う
な
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
配
慮
し
た
整
備
を
図
り
ま
す
。

⑵
執
務
機
能
…
事
務
効
率
に
配
慮
し
た
、

多
様
な
変
化
に
も
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に（
柔

軟
に
）対
応
で
き
る
執
務
ス
ペ
ー
ス
の
整

備
を
図
り
ま
す
。

⑶
議
会
機
能
…
議
場
は
、
最
高
審
議
の
場

に
ふ
さ
わ
し
い
適
切
な
広
さ
と
機
能
を
確

保
し
ま
す
。
傍
聴
席
は
、
市
民
の
利
用
し

２
新
本
庁
舎
建
設
の
必
要
性

１
現
在
の
庁
舎
の
問
題
点

３
新
本
庁
舎
建
設
の
考
え
方

４
新
本
庁
舎
の
機
能

新
本
庁
舎
建
設
基
本
構
想

(

案)

の
主
な
内
容

問 問
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や
す
さ
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
モ
ニ
タ

ー
な
ど
の
設
置
に
よ
り
傍
聴
席
以
外
で
も

審
議
を
視
聴
で
き
る
よ
う
配
慮
し
ま
す
。

⑷
安
全
・
安
心
機
能
…
危
機
管
理
及
び
防

災
・
災
害
対
策
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
耐

震
性
を
備
え
た
災
害
に
強
い
建
物
構
造
と

し
ま
す
。

⑸
環
境
配
慮
機
能
…
緑
化
、
自
然
光
、
自

然
通
風
の
確
保
な
ど
、
自
然
環
境
の
利
用

に
よ
る
負
荷
の
低
減
を
考
慮
し
た
整
備
を

図
り
ま
す
。

⑹
観
光
都
市
機
能
…
市
の
シ
ン
ボ
ル
的
建

物
と
し
て
、
市
民
及
び
観
光
客
に
良
い
印

象
づ
け
が
で
き
る
と
と
も
に
、
特
徴
を
備

え
た
建
物
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

地
方
自
治
法
の
規
定
並
び
に
都
市
計
画

地
域
及
び
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
な
ど

の
土
地
利
用
規
制
を
踏
ま
え
て
、
現
在
の

本
庁
舎
の
場
所
を
見
る
と
、
現
在
地
は
中

心
市
街
地
に
位
置
し
、
複
数
の
都
市
計
画

道
路
等
が
近
接
し
、
交
通
利
便
性
が
非
常

に
高
い
位
置
で
す
。
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の

他
の
官
公
署
が
現
在
地
か
ら
１
㌔
㍍
圏
内

に
あ
り
、
他
の
官
公
署
と
の
関
係
で
も
利

便
性
は
高
い
と
言
え
る
と
と
も
に
、
市
域

に
お
け
る
地
理
的
バ
ラ
ン
ス
も
お
お
む
ね

保
た
れ
た
位
置
で
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
さ
ら
に
、
現
在
地
の
都
市
計
画
用

途
地
域
は
商
業
地
域
で
、
床
面
積
３
０
０

０
平
方
㍍
を
超
え
る
事
務
所
等
を
建
て
る

こ
と
が
で
き
る
地
域
と
な
っ
て
お
り
、
ま

た
、
周
辺
に
は
多
く
の
店
舗
等
が
立
地
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
市
民
等
に
よ
る

消
費
効
果
や
賑
わ
い
効
果
な
ど
、
本
庁
舎

の
立
地
が
周
辺
の
商
業
活
動
や
中
心
市
街

地
の
活
性
化
に
十
分
寄
与
し
て
い
る
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

現
在
地
以
外
で
は
、
綾
金
地
区
運
動
施

設
予
定
用
地
及
び
国
道
１
２
１
号
バ
イ
パ

ス
付
近
の
喜
多
方
東
部
地
区
が
考
え
ら
れ

る
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
す
が
、
用
地
取

得
費
な
ど
各
々
課
題
が
あ
る
と
と
も
に
、

中
心
市
街
地
へ
の
影
響
や
早
期
の
建
設
を

考
慮
す
る
と
、
そ
れ
ら
の
地
区
を
新
本
庁

舎
建
設
の
位
置
と
す
る
こ
と
は
難
し
い
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
地
方
自
治
法
の
規
定
、

土
地
利
用
規
制
、
中
心
市
街
地
活
性
化
及

び
現
在
地
以
外
の
地
区
の
状
況
な
ど
を
総

合
的
に
勘
案
し
、
新
本
庁
舎
建
設
の
位
置

は
、
現
在
の
本
庁
舎
の
位
置
と
し
ま
す
。

庁
舎
の
建
物
面
積（
延
床
面
積
）を
想
定

す
る
場
合
、
一
般
的
に
総
務
省
が
定
め
る

起
債
基
準
に
よ
る
庁
舎
標
準
面
積
の
算
定

方
法
が
用
い
ら
れ
、
人
口
、
職
員
数
及
び

議
員
定
数
を
基
に
算
定
す
る
も
の
で
す

が
、
本
市
に
お
け
る
そ
れ
ら
の
数
値
を
基

に
新
本
庁
舎
の
建
物
面
積（
延
床
面
積
）を

算
定
す
る
と
８
４
０
０
平
方
㍍
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
を
目
安
と
し
な
が
ら
も
、
本
市

の
将
来
予
測
人
口
に
留
意
し
つ
つ
、
基
本

設
計
等
に
お
い
て
、
各
室
等
の
配
置
構
成

と
面
積
を
精
査
し
、
真
に
必
要
な
面
積
規

模
を
定
め
る
も
の
と
し
ま
す
。

駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
、
建
物
及
び
外
構
施

設
の
配
置
構
成
等
に
よ
り
、
確
保
台
数
は

変
わ
り
ま
す
が
、
現
在
と
同
程
度
の
台
数

の
確
保
を
想
定
し
ま
す
。

新
本
庁
舎
建
設
の
事
業
費
と
し
て
は
、

敷
地
測
量
調
査
費
、
地
盤
調
査
費
、
基
本

設
計
費
、実
施
設
計
費
、庁
舎
建
物
工
事
費
、

車
庫
工
事
費
、
附
帯
施
設
及
び
外
構
等
工

事
費
、
工
事
監
理
費
、
備
品
購
入
費
及
び

現
庁
舎
の
取
壊
し
費
用
等
と
な
り
ま
す
。

現
在
地
に
お
け
る
新
本
庁
舎
建
物
及
び

車
庫
の
想
定
面
積
に
つ
い
て
、
他
市
の
例

な
ど
を
参
考
に
事
業
費
を
試
算
す
る
と
、

概
算
金
額
と
し
て
３８
億
円
程
度
と
想
定
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
財
源
と
し
て
は
、

合
併
特
例
債
１９
億
円
程
度
、
県
振
興
基
金

４
億
円
程
度
、
市
庁
舎
等
整
備
基
金
８
億

円
程
度
、
一
般
財
源
７
億
円
程
度
が
想
定

さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
想
定
金
額
は
、

面
積
規
模
等
に
よ
っ
て
変
動
し
ま
す
の
で
、

今
後
、
具
体
的
に
建
設
計
画
を
進
め
て
い

く
中
で
精
査
し
て
い
く
も
の
と
し
ま
す
。

新
本
庁
舎
建
設
の
主
な
工
程
と
し
て
は
、

敷
地
測
量
調
査
、
地
盤
調
査
、
基
本
設
計
、

実
施
設
計
、
建
設
工
事
の
順
で
、
竣
工
ま

で
に
４
年
程
度
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

５
新
本
庁
舎
建
設
の
位
置

６
新
本
庁
舎
の
想
定
規
模

７
建
設
事
業
費
及
び
財
源

８
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

新本庁舎建設スケジュール(案)

年　度 内　　　　容 備　　　　考

平成23年度 敷地測量調査、地盤調査、基本設計
・平成24年度
　坂井･四ツ谷線街路整備予定
　(庁舎敷地部分)

・平成24年度～平成26年度
　合併特例債申請

平成24年度 実施設計

平成25年度 庁舎建物建設工事、外構工事

平成26年度
庁舎建物建設工事、車庫建設工事、
外構工事
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本
基
本
計
画
は
、
今
後
の
新
本
庁
舎
建

設
の
基
本
設
計
及
び
実
施
設
計
に
お
い
て

こ
れ
ら
の
考
え
方
を
実
現
す
る
た
め
に
必

要
な
内
容
に
つ
い
て
、
そ
の
基
本
的
な
方

針
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

建
設
地
…
喜
多
方
市
字
御
清
水
東
７
２
４

４
番
地
２（
現
在
の
本
庁
舎
敷
地
）

敷
地
面
積
…
約
１
１
１
７
７
平
方
㍍

用
途
地
域
…
商
業
地
域

建
ぺ
い
率
…
８０
％

容
積
率
…
４
０
０
％

⑴
倉
庫（
蔵
）は
、
庁
舎
の
一
部
と
し
て
引

き
続
き
使
用
す
る
と
と
も
に
、
防
火
設
備

設
置
等
の
必
要
な
改
修
を
行
い
ま
す
。

⑵
保
健
セ
ン
タ
ー
は
、
庁
舎
の
一
部
と
し

て
引
き
続
き
使
用
す
る
と
と
も
に
、
新
本

庁
舎
と
の
接
続
通
路（
渡
り
廊
下
）の
整
備

や
必
要
な
改
修
を
行
い
ま
す
。

⑶
⑴
及
び
⑵
の
建
物
及
び
車
庫
以
外
の
本

庁
舎
敷
地
内
の
建
物
は
、
教
育
委
員
会
の

ス
ペ
ー
ス
を
含
め
て
新
し
く
新
本
庁
舎
の

建
物
に
建
て
替
え
ま
す
。

⑷
車
庫
に
つ
い
て
は
、
現
在
複
数
棟
あ
る

も
の
を
合
わ
せ
て
、
新
し
い
車
庫
に
建
て

替
え
ま
す
。

⑸
駐
車
場
、
駐
輪
場
、
通
路
及
び
外
構
施

設
等
に
つ
い
て
は
再
整
備
し
ま
す
。

⑹
既
存
の
樹
木
は
、
具
体
的
な
外
構
整
備

計
画
に
お
い
て
検
討
し
ま
す
。

⑺
Ａ
Ｔ
Ｍ
ブ
ー
ス
は
、
金
融
機
関
と
の
調

整
が
必
要
で
す
が
、
新
本
庁
舎
建
物
内
に

含
め
る
方
向
で
検
討
し
ま
す
。

⑻
ボ
イ
ラ
ー
室
は
、
新
た
な
暖
房
設
備
の

導
入
に
よ
り
不
要
と
し
、
同
建
物
内
の
電

気
室
に
つ
い
て
は
再
整
備
し
ま
す
。

⑼
現
在
使
用
し
て
い
る
備
品
は
、
耐
用
年

数
に
満
た
な
い
も
の
に
つ
い
て
原
則
と
し

て
引
き
続
き
使
用
す
る
も
の
と
し
、
使
用

の
状
態
や
新
し
い
配
置
ス
ペ
ー
ス
へ
の
適

合
な
ど
の
観
点
か
ら
、
具
体
的
な
配
置
計

画
に
お
い
て
検
討
し
ま
す
。

⑴
延
床
面
積
…
基
本
構
想
で
は
、
起
債
基

準
に
よ
る
庁
舎
標
準
面
積
の
算
定
か
ら
、

新
本
庁
舎
建
物
の
延
床
面
積
の
目
安
を
８

４
０
０
平
方
㍍
と
し
て
い
ま
す
が
、
総
合

計
画
の
人
口
予
想
と
昨
年
１０
月
１
日
現
在

の
国
勢
調
査
に
よ
る
市
の
人
口（
５
２
３

７
３
人
）の
状
況
及
び
今
後
の
人
口
減
少

並
び
に
事
業
費
の
節
減
等
を
考
慮
し
、
新

本
庁
舎
建
物
の
延
床
面
積
を
概
ね
８
０
０

０
平
方
㍍
以
内
と
す
る
こ
と
と
し
、
基
本

設
計
段
階
で
各
室
等
の
配
置
構
成
と
面
積

を
精
査
し
、
真
に
必
要
な
面
積
規
模
を
定

め
る
も
の
と
し
ま
す
。

⑵
建
築
面
積
…
１
階
に
配
置
す
る
ス
ペ
ー

ス
を
次
の
と
お
り
想
定
し
、
こ
れ
に
基
づ

き
基
本
設
計
段
階
で
建
築
面
積
を
定
め
る

も
の
と
し
ま
す
。

●
玄
関
、
玄
関
ホ
ー
ル
、
総
合
案
内
、
情

報
ス
ペ
ー
ス
、
窓
口
待
合
ス
ペ
ー
ス
な
ど

●
共
用
ス
ペ
ー
ス
（
廊
下
、
階
段
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
、
ト
イ
レ
な
ど
）

●
執
務
ス
ペ
ー
ス（
市
民
等
の
利
用
や
各

課
の
連
携
を
考
慮
し
、
１
階
に
配
置
す
る

こ
と
が
適
当
と
考
え
ら
れ
る
課
を
基
本
的

に
配
置
）、
会
議
室

●
コ
ピ
ー
・
製
本
等
作
業
室
、
給
水
・
給

湯
室
、
庁
舎
管
理
室
、
職
員
通
用
口
、
ロ

ッ
カ
ー
・
更
衣
室
な
ど

●
指
定
金
融
機
関
窓
口
ス
ペ
ー
ス
、
金
融

機
関
Ａ
Ｔ
Ｍ
ス
ペ
ー
ス
、
法
務
局
証
明
書

交
付
窓
口
ス
ペ
ー
ス
な
ど

⑶
階
層
及
び
高
さ
…
延
床
面
積
の
お
お
よ

そ
の
見
込
み
及
び
１
階
に
配
置
す
る
ス
ペ

ー
ス
か
ら
想
定
さ
れ
る
お
お
よ
そ
の
建
築

面
積
か
ら
見
込
み
ま
す
と
、
地
上
４
階
層

か
ら
５
階
層
な
ど
が
想
定
さ
れ
ま
す
が
、

具
体
的
に
は
基
本
設
計
段
階
で
定
め
る
も

の
と
し
ま
す
。

⑷
上
階
の
配
置
構
成
…
上
階
の
執
務
ス
ペ

ー
ス
等
の
配
置
構
成
に
つ
い
て
は
、
各
階

の
配
置
ス
ペ
ー
ス
面
積
の
バ
ラ
ン
ス
や
各

課
の
連
携
な
ど
を
考
慮
し
、
基
本
設
計
段

階
で
定
め
る
も
の
と
し
ま
す
。

⑸
設
備
…
庁
舎
と
し
て
の
安
全
性
、
信
頼

性
、
快
適
性
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
を
考
慮

し
た
設
備
導
入
を
検
討
し
ま
す
。

⑴
車
庫
…
車
庫
の
具
体
的
な
内
容
は
、
敷

地
ゾ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を
考
慮
し
、
基
本
設

計
段
階
で
定
め
る
も
の
と
し
ま
す
。ま
た
、

車
庫
の
雪
対
策
を
考
慮
し
ま
す
。

⑵
駐
車
ス
ペ
ー
ス
…
来
庁
者
用
、
公
用
車

用
、
議
会
用
、
業
務
用
な
ど
利
用
車
両
を

踏
ま
え
つ
つ
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
規
模
等

は
、
敷
地
ゾ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を
考
慮
し
、

基
本
設
計
段
階
で
定
め
る
も
の
と
し
ま
す
。

⑶
駐
輪
場
…
自
転
車
・
バ
イ
ク
用
の
駐
輪

場
を
敷
地
内
に
確
保
し
ま
す

⑷
外
構
施
設
…
敷
地
内
の
案
内
サ
イ
ン
や

観
光
看
板
な
ど
を
、
市
民
や
観
光
客
に
わ

か
り
や
す
い
配
置
に
努
め
る
と
と
も
に
敷

地
内
の
通
路
や
駐
車
ゾ
ー
ン
の
浸
透
性
舗

装
や
融
雪
設
備
の
設
置
を
検
討
し
ま
す
。

新
本
庁
舎
建
物
の
敷
地
内
建
設
位
置

は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
及
び
倉
庫(

蔵)

と
の

関
連
性
、
車
両
及
び
歩
行
の
通
行
動
線
、

周
囲
へ
の
影
響
、
敷
地
に
係
る
現
状
及
び

建
設
作
業
に
係
る
必
要
な
ス
ペ
ー
ス
な
ど

を
考
慮
し
、
基
本
設
計
段
階
で
具
体
的
に

定
め
る
も
の
と
し
ま
す
。

車
両
の
通
路
と
歩
行
の
通
路
は
で
き
る

だ
け
分
離
す
る
こ
と
、
建
物
、
通
路
、
駐

１
本
基
本
計
画
の
趣
旨

２
建
設
地
の
状
況

３
現
在
建
物
等
の
取
扱
方
針

４
新
本
庁
舎
の
基
本
的
方
針

５
附
属
施
設
等
の
基
本
的
方
針

６
敷
地
ゾ
ー
ニ
ン
グ
方
針

新
本
庁
舎
建
設
基
本
計
画

(
案)

の
主
な
内
容
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車
場
な
ど
の
近
傍
に
、
植
栽
、
花
壇
な
ど

を
適
宜
整
備
す
る
こ
と
、
電
灯
、
案
内
サ

イ
ン
、
看
板
な
ど
を
敷
地
内
に
適
宜
整
備

す
る
こ
と
な
ど
を
想
定
の
上
、
基
本
設
計

段
階
で
具
体
的
な
建
物
規
模
等
を
踏
ま
え

て
検
討
し
、
定
め
る
も
の
と
し
ま
す
。

⑴
市
民
利
用
機
能

自
動
ド
ア
や
手
す
り
な
ど
の
設
置
、
段

差
の
な
い
フ
ラ
ッ
ト
な
つ
く
り
と
す
る
な

ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
ま
た
、
来
庁
者

が
く
つ
ろ
ぐ
こ
と
が
で
き
る
ホ
ー
ル
等
の

設
置
を
図
り
ま
す
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
、
上
下
階
へ

の
移
動
が
容
易
に
で
き
る
よ
う
に
し
、
市

民
の
利
用
頻
度
を
考
慮
し
た
課
の
配
置
に

努
め
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
や
障
が
い
者

な
ど
に
配
慮
し
た
、
利
用
し
や
す
い
配
置

に
努
め
ま
す
。

来
庁
者
が
用
件
な
ど
に
つ
い
て
気
軽
に

た
ず
ね
ら
れ
る
よ
う
な
総
合
案
内
の
設

置
、
手
続
き
等
を
一
箇
所
で
済
ま
す
こ
と

が
で
き
る
総
合
窓
口
（
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓

口
）
の
配
置
、
相
談
者
が
落
ち
着
い
て
相

談
で
き
る
よ
う
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護

に
配
慮
し
た
個
室
形
式
の
相
談
室
の
設
置

を
検
討
し
ま
す
。

ト
イ
レ
は
各
階
の
適
切
な
位
置
に
設
置

す
る
と
と
も
に
、
車
椅
子
、
オ
ス
ト
メ
イ

ト
、
乳
幼
児
連
れ
の
親
子
な
ど
へ
配
慮
し

た
多
目
的
ト
イ
レ
を
整
備
し
ま
す
。

⑵
執
務
機
能

執
務
ス
ペ
ー
ス
は
、
時
代
や
機
能
の
変

化
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
オ
ー
プ
ン
フ
ロ

ア
を
基
本
と
し
、
機
密
情
報
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
保
護
な
ど
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
十
分

に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て

個
別
形
式
も
検
討
し
ま
す
。

⑶
議
会
機
能

議
会
部
門
の
配
置
構
成
な
ど
は
、
行
政

部
門
か
ら
の
一
定
の
独
立
性
を
確
保
し
、

上
層
階
な
ど
へ
の
配
置
を
検
討
し
ま
す
。

議
場
は
一
定
の
格
式
を
保
ち
つ
つ
、
機
能

的
な
設
備
等
を
導
入
し
、
審
議
の
し
や
す

さ
に
配
慮
し
た
つ
く
り
と
し
ま
す
。

傍
聴
席
は
、
見
や
す
く
、
聞
き
や
す
く
、

出
入
り
し
や
す
い
よ
う
配
慮
し
、
モ
ニ
タ

ー
等
に
よ
る
議
会
中
継
を
行
う
た
め
の
放

送
設
備
を
整
備
し
ま
す
。

⑷
安
全･

安
心
機
能

新
本
庁
舎
の
耐
震
安
全
性
に
つ
い
て

は
、
官
庁
施
設
の
総
合
耐
震
計
画
基
準
等

を
踏
ま
え
、
人
命
の
安
全
確
保
及
び
十
分

な
機
能
確
保
を
図
り
ま
す
。

通
信
機
器
や
ス
ク
リ
ー
ン
等
を
有
す
る

災
害
対
策
本
部
室
を
設
置
し
ま
す
。

積
雪
地
域
で
あ
る
こ
と
を
十
分
考
慮

し
、
雪
対
策
を
講
じ
た
建
物
と
し
ま
す
。

⑸
環
境
配
慮
機
能

自
然
採
光
及
び
自
然
通
風
な
ど
自
然
環

境
を
利
用
し
た
建
物
整
備
を
図
り
ま
す
。

冷
暖
房
は
、
個
別
方
式
と
す
る
な
ど
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
配
慮
し
た
設
備
・
機
器
を

導
入
し
ま
す
。

庁
舎
建
物
や
敷
地
工
事
に
使
用
す
る
建

設
資
材
に
つ
い
て
は
、
地
元
産
材
や
エ
コ

マ
テ
リ
ア
ル
（
環
境
へ
の
悪
影
響
が
少
な

い
材
料
）
の
活
用
を
考
慮
し
ま
す
。

⑹
観
光
都
市
機
能

喜
多
方
市
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
っ
た
、
文

化
的
な
形
態
意
匠
の
建
物
と
す
る
こ
と
に

努
め
ま
す
。

建
物
内
部
に
は
木
材
の
使
用
な
ど
温
も

り
の
あ
る
空
間
と
す
る
こ
と
を
考
慮
す
る

と
と
も
に
、
既
存
の
蔵
を
保
存
し
、
本
庁

舎
の
一
部
と
し
て
引
き
続
き
活
用
し
ま
す
。

新
本
庁
舎
建
設
の
事
業
費
と
し
て
は
、

敷
地
測
量
調
査
費
、
地
盤
調
査
費
、
基
本

設
計
費
、
実
施
設
計
費
、
庁
舎
建
物
工
事

費
、
車
庫
工
事
費
、
附
帯
施
設
及
び
外
構

等
工
事
費
、
工
事
監
理
費
、
備
品
購
入
費

及
び
現
庁
舎
の
取
壊
し
費
用
等
と
な
り
、

基
本
構
想
で
は
、
概
算
金
額
と
し
て
３８
億

円
程
度
の
想
定
と
し
て
い
ま
す
が
、
４
⑴

に
記
載
し
た
延
床
面
積
の
圧
縮
に
よ
り
、

更
に
減
額
が
期
待
で
き
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
な
お
、
こ
の
金
額
に
は
仮
庁
舎
が

必
要
な
場
合
の
経
費
は
含
ん
で
お
ら
ず
、

ま
た
、
面
積
規
模
等
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら

の
金
額
は
変
動
し
ま
す
の
で
、
今
後
、
本

基
本
計
画
に
沿
っ
て
、
具
体
的
に
建
設
計

画
を
進
め
て
い
く
中
で
精
査
し
て
い
く
も

の
と
し
ま
す
。

新
本
庁
舎
建
設
の
主
な
工
程
と
し
て

は
、
敷
地
測
量
調
査
、
地
盤
調
査
、
基
本

設
計
、実
施
設
計
、建
設
工
事（
庁
舎
建
物
、

車
庫
、
外
構
等
）の
順
で
、
竣
工
ま
で
に

４
年
程
度
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

ら
の
工
程
を
踏
ま
え
、
基
本
構
想
に
お
い

て
、
新
本
庁
舎
建
設
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

想
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
、
具
体
的

に
建
設
計
画
を
進
め
て
い
く
中
で
精
査
し

て
い
く
も
の
と
し
ま
す
。
ま
た
、
工
事
期

間
中
の
執
務
や
市
民
利
用
等
に
つ
い
て

も
、
今
後
、
具
体
的
な
建
設
計
画
を
進
め

て
い
く
中
で
、
仮
庁
舎
や
仮
駐
車
場
等
の

必
要
性
を
含
め
検
討
し
て
い
く
も
の
と
し

ま
す
。
な
お
、
仮
庁
舎
や
仮
駐
車
場
が
必

要
な
場
合
に
つ
い
て
は
、
既
存
施
設
の
活

用
な
ど
で
き
る
だ
け
費
用
が
か
か
ら
な
い

方
法
と
す
る
こ
と
に
努
め
ま
す
。

７
導
入
機
能
の
整
備
方
針

８
建
設
事
業
費
に
つ
い
て

９
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

新本庁舎建設に関する
ご意見等をお寄せください

【問い合わせ先】
〒966-8601
喜多方市字御清水東7244番地2
喜多方市役所　総務部財政課
電　話　0241-24-5213
ＦＡＸ　0241-25-7073
電子メール
zaisei@city.kitakata.fukushima.jp
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統
４月２４日（日）

一地方選挙
☆市議会議員一般選挙
（定数２６人）

◆
投
票
日
当
日
の
各
投
票
所
投
票
時
間

各
投
票
所
で
投
票
時
間
が
異
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
願
い
ま
す
。

投
票
日
当
日
の
投
票
所
は
、
入
場
券
の

表
面
に
記
載
さ
れ
た
指
定
の
投
票
所
で
す
。

入
場
券
を
よ
く
確
か
め
て
か
ら
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。（
４
月
１
日
以
降
転
居
さ

れ
た
方
は
、
転
居
前
の
投
票
所
で
の
投
票

と
な
り
ま
す
）

※
喜
多
方
第
３
投
票
所
は
、
今
回
「
喜
多

方
プ
ラ
ザ
大
ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー
」
に
な
り
ま

す
。

※
塩
川
第
２
投
票
所
は
、
今
回
「
塩
川
公

民
館
会
議
室
」
に
な
り
ま
す
。

◆
投
票
日
当
日
に
投
票
所
へ
行
け
な
い
方

○
期
日
前
投
票
…
投
票
日
に
仕
事
、
レ
ジ

ャ
ー
や
旅
行
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
理
由
で

投
票
で
き
な
い
見
込
み
の
方
は
、
期
日
前

投
票
が
で
き
ま
す
。
期
日
前
投
票
は
、
次

の
ど
の
投
票
所
で
も
投
票
で
き
ま
す
の

で
、
入
場
券
を
お
持
ち
の
う
え
投
票
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
期
日
前
投
票
が
で
き

る
期
間
、
場
所
、
時
間
は
次
の
と
お
り
で

す
。選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
☎
（
２４
）

５
２
５
８
ま
た
は
各
総
合
支
所
総
務
課
総

務
係
〔
熱
塩
加
納
☎
（
３６
）
２
１
１
１
、

塩
川
☎
（
２７
）
２
１
１
１
、
山
都
☎

（
３８
）
３
８
１
１
、
高
郷
☎
０
２
４
１

（
４４
）
２
１
１
１
〕

問問

〔各投票所投票時間〕

投票所 投票時間

○喜多方地区各投票所
（関柴第2を除く） 午前7時～午後 6 時
○関柴第2投票所（楚々木）
○熱塩加納地区各投票所
（加納第1・第2を除く）
○塩川地区各投票所
○山都地区各投票所
（山都第5・第10・第11を除く）
○高郷地区各投票所

午前7時～午後 5 時

○加納第1投票所
（山岩尾・五枚沢・板ノ沢）
○加納第2投票所（大平・黒岩）
○山都第5投票所（宮古）
○山都第10投票所（川入）
○山都第11投票所（藤巻）

午前7時～午後 4 時

〔期日前投票〕

期　間 4月18日(月) ～23日(土)

期日前投票所の
場所および時間

場　　　所 時　　　　間
喜多方市役所C棟会
議室（庁舎北側選
管事務室隣り）

午前8時30分～午後8時
喜多方市熱塩加納
会館事務室

午前8時30分～午後7時
塩川総合支所
第2小会議室
山都総合支所
小会議室
高郷総合支所
メモリアルルーム
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喜多方市教育問題対策協議会

　子どもたちのコミュニケーション能力や人間関係構築力の低下、体験活動の不足などが叫ばれる中、
それらに起因すると思われる少年犯罪もおきています。
　子どもたちの個性を伸ばし、夢や希望をもった「きらめく喜多方っ子」を育てるために、喜多方市教
育問題対策協議会は、次の４つのことを提言します。

①毎日、『子どもと会話』をしましょう。

みんなで育てよう
きらめく喜多方っ子

③大人がマナー・ルールの手本になり
ましょう

②「ケータイ・ネット」から子どもを
守りましょう

④自然や人、本とふれあう活動をたく
さんさせましょう

○子どもとの会話を通して、小さな変化への

「気づき」ができるようにしましょう。

○メディア漬けの生活を改め、家族のコミュ

ニケーションを増やしていきましょう。

○あいさつや交通ルールなど大人が率先して

手本を示してあげましょう。

○マナー・ルールを守っていない子どもを見

かけたら、声をかける優しさを！！

○ケータイ・ネットの危険性やトラブルにつ

いて話し合いましょう。

○ケータイは安易に与えず、持たせる時はフ

ィルタリングソフトを導入しましょう。

○喜多方の豊かな自然や本とのふれあいの中

で、感動体験を存分に味わえるようにしまし

ょう。

○人とふれあう中で、あいさつや感謝の言葉

をお互いにかけ合いましょう

喜多方市教育委員会
電話　0241-23-2113
受付　月～金 8:30～17:00
担当　学校教育課

スクールカウンセラ－
※事前の予約が必要です。くわしくは各学校へ

 ○第一小学校
 　　　　電話  0241-22-2103
 ○第一中学校
 　　　  電話　0241-22-0274
 ○第二中学校
　 　　  電話　0241-22-0799
 ○第三中学校
 　　　  電話　0241-22-5121
 ○会北中学校
 　　　  電話　0241-36-2038
 ○塩川中学校
 　　　  電話　0241-27-2021
 ○山都中学校
 　 　　 電話　0241-38-2056
 ○高郷中学校
 　  　　電話　0241-44-2162

喜多方市社会福祉課
電話　0241-24-5229
受付　月～金 8:30～17:00
担当　家庭教育相談員

水戸昇教育相談所
電話　0241-22-0715
受付　毎日
担当　水戸昇先生

県立会津養護学校教育相談
電話　0242-32-2242
受付　月～金 8:30～17:00
担当　コーディネーター

喜多方警察署
　電話　0241-22-5111
　受付　月～金　24時間

県警察本部いじめ１１０番
　電話　0120-795-110
　受付　毎日　24時間

県教委ダイヤルＳＯＳ
　電話　0120-45-3141
　受付　月水金13:15～16:30

福島いじめＳＯＳ24
　電話　0120-916-024
　受付　24時間365日

 電話チャイルドライン
　電話　0120-99-7777
　受付　月～土16:00～21:00
　※18歳までの子ども専用

喜多方市教育委員会 スク ルカウンセラ 喜多方警察署

問題解決のためには、家庭、学校、地域が一緒に取り組むことが大切です。
また様々な視点からの支援も必要です。一人で悩まず相談しましょう。
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登
録
済
の
飼
い
主
の
方
に
は
、
通
知
書

（
予
防
注
射
申
請
書
）
と
「
問
診
票
」
を

送
付
し
ま
す
の
で
集
合
注
射
を
希
望
す
る

時
は
、
記
入
の
う
え
、
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
す
で
に
、
犬
が
死
亡
・
転
出
、
所
有

者
変
更
な
ど
し
て
い
る
と
き
は
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

未
登
録
の
飼
い
主
の
方
は
、「
登
録
申

請
書
」
と
「
問
診
票
」
を
準
備
し
て
い
ま

す
の
で
、
当
日
、
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
集
合
注
射
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
、
健
康
な
犬
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
問
診
の
結
果
、
集
合
注
射
を
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
獣
医
師（
動
物
病
院
な
ど
）で
狂
犬
病
予

防
注
射
を
受
け
る
予
定
が
あ
る
と
き
は
、

こ
の
集
合
注
射
は
受
け
な
く
て
結
構
で
す
。

留
意
事
項

犬
の
健
康
や
高
齢
な
ど
で
注
射
に
不
安

が
あ
る
と
き
や
上
記
の
日
程
で
都
合
が
悪

い
と
き
は
、
獣
医
師
（
動
物
病
院
な
ど
）

で
診
察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
の

料
金
は
、
実
費
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
注
射
を
受
け
た
時
は
、
獣
医
師
か

ら｢

狂
犬
病
予
防
注
射
済
証
明
書｣

の
交
付

を
受
け
、
生
活
環
境
課
ま
た
は
各
総
合
支

所
市
民
課
へ
提
出
し
、
狂
犬
病
予
防
注
射

済
票
（
手
数
料
５
５
０
円
）
の
交
付
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

上
記
の
日
程
で
、
犬
の
登
録
手
続
き
が

で
き
な
い
と
き
は
、
生
活
環
境
課
ま
た
は

各
総
合
支
所
市
民
課
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

料
金
（
１
頭
に
つ
き
）

◆
狂
犬
病
予
防
注
射
料
金(

福
島
県
獣
医

師
会)

２
５
５
０
円

◆
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
交
付
手
数
料

５
５
０
円
〔
計
３
１
０
０
円
〕

◆
畜
犬
登
録
手
数
料

３
０
０
０
円
（
未

登
録
の
場
合
の
み
納
入)

生
活
環
境
課
環
境
推
進
班
☎(

２４)

５

２
６
１
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
課
市
民

生
活
係
〔
熱
塩
加
納
☎
（
３６
）
２
１
１
３
、

塩
川
☎
（
２７
）
２
４
０
０
、
山
都
☎

（
３８
）
３
８
２
５
、
高
郷
☎
０
２
４
１

（
４４
）
２
１
１
３

飼
い
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防

定
期
集
合
注
射
を
行
い
ま
す

犬を飼っている皆さんは 忘れずに受けましょう

３
カ
月
以
上
の
犬
を
飼
う
と
き

は
、
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
犬

の
一
生
に
１
回
登
録
申
請
を
し
、

毎
年
１
回
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受

け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

23年度 狂犬病予防定期集合注射実施日程

地
区 実施日 実施時間 実施場所

喜

多

方

4月26日（火）
午後1時30分～2時45分 岩月交遊館前

午後3時～3時30分 治里集会所前

5月2日（月）
午後1時30分～2時45分 熊倉公民館前
午後3時～3時30分 本林集会所前

5月6日（金）
午後1時30分～2時45分 松山公民館前
午後3時～4時 桜ガ丘福祉会館前

5月9日（月）
午前9時～11時30分 関柴公民館前
午後1時30分～2時45分 上三宮遊樹館前
午後3時～4時 慶徳ふれあい館前

5月10日（火）
午前9時～11時30分 喜多方プラザ北側

駐車場内
午後1時30分～3時30分 豊川公民館前

5月11日（水）午前9時～11時30分 市役所本庁舎北側
駐車場車庫前

4月26日（火）午前9時～11時30分 熱塩加納総合支所
除雪センター前5月11日（水）午後1時30分～3時30分

塩

川

5月2日（月）
午前9時～9時30分 唐沢婦人ﾎｰﾑ前
午前9時45分～10時30分 駒形地区公民館前
午前10時45分～11時30分 姥堂地区公民館前

5月6日（金）
午前9時～9時45分 堂島地区公民館前
午前10時～11時30分 塩川体育館前

山

都

4月27日（水）
午後1時30分～2時30分 山都保健ｾﾝﾀｰ前
午後2時40分～3時 小布瀬原公民館前
午後3時10分～3時30分 上林会館前

4月28日（木）

午前9時～10時10分 山都保健ｾﾝﾀｰ前
午前10時25分～10時50分 堰沢会館前
午前11時10分～11時30分 舟引公民館前
午後1時30分～2時 相川会館前
午後2時20分～3時 一ノ木会館前

高

郷
4月27日（水）

午前9時～10時 高郷総合支所前
午前10時20分～11時 高郷公民館前
午前11時20分～正午 福島商店前(大谷)

※いずれの会場でも狂犬病予防注射を受けることができます。
※料金は、釣銭のないようご協力をお願いします

問問

熱
塩
加
納
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※
開
講
式
な
ど
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

☎
（
２２
）
１
４
０
３
（
火
曜
日
は
休
館
）

生涯学習の広場
いってみよう！みてみよう！やってみよう！

春
に
な
り
、
何
か
新
し
い
こ
と
を
始
め

た
い
と
思
っ
て
い
る
み
な
さ
ん
、
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
で
講
座
を
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
？１

年
間
を
通
し
て
、
楽
し
み
な
が
ら
教

養
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
見

学
も
で
き
ま
す
の
で
、
初
心
者
の
方
も
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者

原
則
と
し
て
、
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤

務
す
る
勤
労
青
少
年

◆
受
講
料

無
料

材
料
費
な
ど
に
つ
い
て
は
実
費
負
担
に

な
り
ま
す

◆
講
座
の
時
間

午
後
７
時
〜
９
時

市
民
の
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
奨
励

と
技
術
の
向
上
を
図
る
た
め
、
各
種
全
国

規
模
大
会
の
個
人
戦
・
団
体
戦
に
出
場
す

る
監
督
・
選
手
に
対
し
て
、
一
人
に
つ
き

一
万
円
の
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

◆
対
象
者
の
条
件

○
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
者

○
市
内
の
学
校
・
企
業
な
ど
に
在
籍
し
、

特
に
教
育
委
員
会
が
認
め
た
者

※
出
場
大
会
の
条
件
や
申
請
書
類
な
ど
詳

し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

申
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎
（
２３
）
２
１
１
６

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
、
心
臓
が
け
い
れ
ん
し
、

血
液
を
流
す
ポ
ン
プ
機
能
を
失
っ
た
状
態

（
心
室
細
動
）
に
な
っ
た
心
臓
に
対
し
て
、

電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
、
正
常
な
状
態
に

戻
す
た
め
の
医
療
機
器
で
す
。

各
種
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
な
ど
の
会
場
に

持
ち
運
べ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
貸
し
出
し
ま
す
。

◆
貸
出
期
間

原
則
、
行
事
な
ど
の
前
日
か
ら
開
催
日

の
翌
日
ま
で

◆
手
続
き

借
用
日
の
３
カ
月
前
か
ら
２
週
間
前
ま

で
、
所
定
の
申
請
書
に
よ
り
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

◆
費
用

無
料

◆
そ
の
他

貸
出
に
際
し
て
は
、
別
途
条
件
等
が
あ

り
ま
す
の
で
、
申
請
手
続
き
の
際
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎
（
２３
）
２
１
１
６

グ
ル
ー
プ
や
団
体
な
ど
の
自
主
的
な
生

涯
学
習
活
動
で
講
師
を
招
く
場
合
、
そ
の

講
師
料
を
負
担
す
る
講
師
派
遣
支
援
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
主
な
条
件

①
市
内
に
活
動
拠
点
を
持
つ
団
体
や
グ
ル

ー
プ
の
学
習
会
で
、
１０
人
以
上
の
参
加
者

が
あ
る
こ
と
。

②
公
的
機
関
が
主
催
や
共
催
に
な
っ
て
い

な
い
こ
と
。

③
政
治
活
動
・
宗
教
活
動
・
営
利
目
的
の

学
習
で
な
い
こ
と
。

④
講
師
が
そ
の
団
体
の
会
員
で
な
い
こ
と
。

◆
講
師
料

１
万
円
を
限
度
と
し
、
１
団
体
２
回
ま

で
基
準
に
応
じ
助
成
し
ま
す
。

※
申
請
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。生

涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

☎
（
２３
）
２
１
１
５

喜
多
方
市

会
等
出
場
補
助
金

ス
ポ
ー
ツツ
大
会器

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）

自
動
体
外
式
除
細細
動
器を

貸
し
出
し
ま
す

を

を
活
用
し
ま
せ
ん
か

講
師
派
遣
支
援
事
業業
を

問問

問問

問問

問問

申申

申申

申申

申申

＜活動の様子＞

○  教　養　講　座　○
講　座　名 内　　容 曜　　日
書道教室 書道の基本と実技 第１・３月曜日
生花教室 生け花の基本と実技 第１・３水曜日
着付教室 着付け・組紐の基本と実技 第２・４月曜日
茶道教室 茶道の基本と実技 第２・４水曜日
料理教室 チャレンジクッキング 第２木曜日
○  その他の講座　○
講　座　名 内　　容 曜　　日
ライフステップア
ップ講座

手芸・お料理など、いろいろなことに
チャレンジします。

７月～12月
第１・３金曜日

卓球サークル 自主活動（講師はつきません） 毎週水・木・日曜日
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マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

〜
こ
の
マ
ー
ク
を
見
か
け
た
ら
、

思
い
や
り
の
あ
る
気
づ
か
い
を
〜

『
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
』
と
は
、「
私
の

テ
ィ
マ

ク

お
な
か
に
は
赤
ち
ゃ
ん
が
い
ま
す
」
と
い

う
こ
と
を
周
囲
に
伝
え
、
思
い
や
り
あ
る

気
づ
か
い
を
お
願
い
す
る
た
め
に
、
妊
婦

さ
ん
が
身
に
つ
け
る
マ
ー
ク
の
こ
と
で
す
。

安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
を
す
る
た
め
に

は
、
受
動
喫
煙
の
防
止
、
各
種

交
通
機
関
に
お
け
る
優
先
的
な

席
の
確
保
な
ど
、
妊
産
婦
に
や

さ
し
い
環
境
づ
く
り
が
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
周

囲
の
私
た
ち
が
気
づ
き
、
協
力

す
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

し
か
し
、
妊
娠
初
期
に
は
外

見
か
ら
は
妊
娠
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
に
く
く
、
周
囲
か
ら

の
理
解
が
得
ら
れ
に
く
い
と
い

う
現
実
が
あ
り
ま
す
。

喜
多
方
市
で
は
、
母
子
手
帳
交
付
時
に

『
マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
テ
ッ
カ
ー
』
を
配
布
す

る
と
と
も
に
、
公
共
施
設
や
飲
食
店
な
ど

に
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
の
普
及
と
妊
婦

さ
ん
へ
の
思
い
や
り
を
呼
び
掛
け
る
ポ
ス

タ
ー
を
掲
示
し
、
妊
婦
さ
ん
に
や
さ
し
い

環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

Ｑ 外出先で困ることは？
１位　階段の上り下り／段

差が多い／スロープ
などがない

２位　バスや電車で席を譲
ってもらえない

３位　歩きたばこ／たばこ
の煙

Ｑ 外出先で手助けされたり
勇気づけられたりして嬉し
かったことは？
１位　バスや電車で席を譲

ってもらえた
２位　ベビーカーなどを運

んでくれた
３位　子どもをあやしてく

れた
【出典：妊娠中または３歳未満の子ども
の母親の意識　（財）こども未来財団】

妊婦さ
ん

お母さ
ん

「
お
な
か
に
赤
ち
ゃ
ん
が
い
ま
す
」

赤
ち
ゃ
ん
が

▲母子手帳交付時に配布している「マタニティステッカー」

▲思いやりを呼びかけるポスター
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栄養士の

知って役立つ  健康レシピ 　　朝食を食べよう！①
　4月は環境が変わり、これまでの生活リズムが崩れやすくなります。朝食を食べないで家を出
てしまうと、体がだるくていつもの調子が出ないことも…。
特に脳は、ブドウ糖だけをエネルギー源としています。脳は寝ている間もブドウ糖を消費する
ので、朝起きた時には使い果たした状態になっています。
あらかじめ作り置いたおかずで、忙しい朝でも食事をとってから出かけましょう。

【材料（４人分）】【材【材料（４人分）】
　鶏胸肉１枚、紅茶（ティーバッグのもの）１つ、鶏胸肉１枚、紅茶（ティーバッグのもの）１つ、

５５卵４個　〔調味料〕しょうゆ１００ｍｌ、酒５００ 酒ゆ１００ｍｌ 酒５５卵４個 〔調味料卵４個　〔調味料〕しょうゆ１００ｍｌ、酒５
０ｍｌ、みりん５０ｍｌ、酢２５ｍｌ００ｍｌ、みりん５０ｍｌ、酢２５０ｍｌ、みりん５０ｍｌ、酢２５ｍｌ

【作り方】【作り方】
①鍋に鶏肉を入れ、ひたひたになるぐらいの水を入①鍋に鶏肉を入れ、ひたひたになるぐらいの水を入
れ沸騰させます。れ沸騰させます。

ててれて②沸騰したところに、紅茶のティーバッグを入れ② 紅茶のティーバッグを入れ②沸沸沸騰したところに 紅茶の② を②沸②沸騰したと ろに 紅茶 テ バ グ②沸騰したところに、紅茶のティーバッグを入れて
弱火で20分程煮込みます。弱火で20分程煮込みます。
③鶏肉を煮込んでいる間に、別の鍋に調味料を混ぜ③鶏肉を煮込んでいる間に、別の鍋に調味料を混ぜ
合わせて煮立てます。合わせて煮立てます。

でで火で④鍋に水と卵を入れて火にかけ、沸騰したら中火で④鍋に水と卵を入れて火にかけ、沸騰したら中火で
むをむ４分程煮ます。すぐに冷水に取り冷まし、殻を分程煮ます。すぐに冷水冷水 むに冷水に取り冷まし、殻ををむむ分程煮ます すぐに冷水に取り冷まし 殻をむます すぐに冷水に取り冷まし 殻を分程煮ます すぐに冷水に取り冷まし 殻４分程煮ます。すぐに冷水に取り冷まし、殻をむ

きます。きます。
⑤煮込んだ鶏肉を取り出し、熱い状態のまま③で作⑤煮込んだ鶏肉を取り出し、熱い状態のまま③で作
っておいたタレの中に卵と一緒に漬け込みます。っておいたタレの中に卵と一緒に漬け込みます。
あとは一晩おいて味が染込むのを待ちます。あとは一晩おいて味が染込むのを待ちます。漬け込むときにビニール袋を使うと、タレの量を少なくでき

ます。残ったタレはとろみをつけてかけたり、付け合わせの
野野菜を煮たりして利用できます。

＊＊　紅茶鶏と半熟煮卵　＊＊

漬け込むときにビニール袋を使うと タレの量を少なくでき

今月
のメ
ニュ
ー

妊
娠
中
、
特
に
初
期
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の

成
長
は
も
ち
ろ
ん
、
お
母
さ
ん
の
健
康
を

維
持
す
る
た
め
に
、
と
て
も
大
切
な
時
期

で
す
。
外
見
か
ら
は
わ
か
ら
な
く
て
も
、

妊
婦
さ
ん
は
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
る
こ

と
が
多
い
も
の
で
す
。

も
し
も
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
を
付
け

て
い
る
妊
婦
さ
ん
や
赤
ち
ゃ
ん
連
れ
の
お

母
さ
ん
を
見
か
け
た
ら
、

♪
近
く
で
喫
煙
を
控
え
る

♪
「
お
手
伝
い
し
ま
し
ょ
う
か
」
の
や
さ

し
い
一
言

な
ど
、
皆
さ
ん
の
思
い
や
り
あ
る
や
さ
し

い
気
づ
か
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
お
母

さ
ん
に
と
っ
て
「
や
さ
し
い
喜
多
方
市
」

を
、
一
緒
に
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

保
健
課
健
康
係

☎
（
２４
）
５
２
２
３

小さな子どもがいての妊娠生活は、想像以上に大

変なものです。そんな時に、ステッカーをつけてい

ることで、親切に声をかけていただけたりすること

は、とてもありがたく思います。

（関柴町在住　伊藤さんご家族）

問問

思
い
や
り
も
〝
い
ろ
い
ろ
〞

り
も
〝
い
ろ
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▲入田付小閉校式 ▲岩月小閉校式

■冬の三ノ倉を楽しむ
　　蔵・倉かんじきウォーク

（2月19日、三ノ倉スキー場周辺）
　今回で4回目となる、冬の三ノ倉高原を楽しむウ
ォークには、県内外から約50人が参加しました。
参加者は青空のもと、雪を踏みしめながら山頂を
目指し、会津盆地の絶景を満喫しました。下山後
には温かい豚汁が振る舞われ、地元熱塩温泉ペア
宿泊券が当たるお楽しみ抽選会も行われました。

■ご当地ラーメンに舌鼓
　　第11回全国ラーメンフェスタ

（2月19日・20日、押切川公園体育館特設会場）
　会場では、地元の喜多方ラーメンはもちろんのこ
と、「札幌」、「仙台」、「横浜」、「富山」、「博多」の
ご当地ラーメンが提供され、2日間で10,200食が
販売されました。ラーメンを目当てに会場を訪れ
た観光客は、全国から集まった味の競演に舌鼓を
打っていました。

■岩月小、入田付小の歴史に幕
　　岩月小・入田付小閉校式

　4月から第三小学校として新設統合されることとなった岩月小・入田付小の2小学校で、卒業式のあと
に閉校式が行われました。式では代表児童の閉校に寄せる言葉のあと、出席者全員で校歌を斉唱し、最後に、
校長と児童代表から教育委員へ、教育委員から市長へと校旗が返納され、岩月小は138年の歴史に、入田
付小は133年の歴史に、それぞれ幕を閉じました。
　入田付小では閉校式のあとに記念碑の除幕式も行われました。

ををををを各地で行われた催しなどを

おおお届けします・・・
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今
回
の
地
震
に
よ
り
、
東
日
本

全
域
で
大
規
模
な
被
害
が
発
生
し

た
た
め
、
喜
多
方
市
社
会
福
祉
協

議
会
で
は
、
義
援
金
の
募
金
箱
を

社
会
福
祉
課
、
市
民
課
、
税
務
課
、

各
総
合
支
所
市
民
課
、
喜
多
方
市

社
会
福
祉
協
議
会
本
所
お
よ
び
各

支
所
な
ど
の
窓
口
に
設
置
し
ま
し

た
。（
庁
舎
閉
庁
日
・
時
間
を
除
き

ま
す
）
皆
さ
ま
の
あ
た
た
か
い
ご

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
喜
多
方
市
社

会
福
祉
協
議
会
☎（
２３
）３
２
３
１

４
月
か
ら
年
金
事
務
所
に
よ
る

「
ね
ん
き
ん
出
張
相
談
」
を
開
設

す
る
予
定
で
し
た
が
、
東
北
地
方

太
平
洋
沖
地
震
の
影
響
を
受
け
、

喜
多
方
プ
ラ
ザ
を
資
材
置
き
場
と

し
て
使
用
中
で
利
用
不
能
と
な
っ

た
た
め
、
４
月
の
相
談
は
中
止
し

ま
す
。

５
月
以
降
の
開
設
は
未
定
で

す
。
内
容
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
広

報
紙
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

会
津
若
松
年
金
事
務
所
お
客

様
相
談
室

☎
０
２
４
２
（
２７
）
５
３
２
１
、
ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル
で「
９
番
」の
次
に「
２

番
」
を
選
択

広
報
き
た
か
た
３
月
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
「
第
６
回
喜
多
方

市
民
号
」
は
、
地
震
被
災
の
た
め

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

払
い
戻
し
な
ど
に
つ
い
て
は
、

会
津
交
通
観
光
㈱
（
☎
２１
‐
１
６

市民の皆さんの
生活に直結するい
ろいろな制度や催
しなどを紹介する
コーナーです。
情報の詳細につ
いては、問へ連絡
してください。

ＦＭきたかた(78.2
Ｍｚ)のインフォ
メーション喜多方
市「週刊トピック
ス」で地域や市政
の話題を放送して
います。
土・日曜日の午前
9時45分～、月曜
日の午前7時45分
～の15分間放送中

５
０
）
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

観
光
交
流
課

☎
（
２４
）
５
２
４
９

４
月
１６
日
（
土
）
に
予
定
し
て

い
ま
し
た
『
蔵
の
ま
ち
喜
多
方
桜

ウ
ォ
ー
ク
２
０
１
１
』
お
よ
び
、
１５

日（
金
）に
予
定
し
て
い
ま
し
た『
ゆ

っ
た
り
夜
桜
ウ
ォ
ー
ク
』
は
、
東

北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
へ
の
対
応

の
た
め
、
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。生涯

学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎
（
２３
）
２
１
１
６

４
月
９
日
（
土
）
に
入
団
式
を

予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
へ
の
対
応
の
た

め
、
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。入

団
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、

３
月
中
旬
に
学
校
を
通
じ
て
配
布

し
た
募
集
要
項
（
新
１
年
生
は
４

月
に
配
布
し
ま
す
）
を
ご
覧
に
な

り
、
各
団
の
代
表
者
に
直
接
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎
（
２３
）
２
１
１
６

４
月
１７
日（
日
）に
予
定
し
て
い

ま
し
た
「
第
３０
回
鳥
屋
山
山
開
き
」

は
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
へ

の
対
応
の
た
め
、
中
止
と
な
り
ま

し
た
。鳥

屋
山
山
開
き
実
行
委
員
会

（
高
郷
総
合
支
所
産
業
課
内
）
☎

０
２
４
１
（
４４
）
２
１
１
４

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

地
震
関
連

地
震
関
連

地
震
関
連

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
義

援
金
箱
の
設
置

ね
ん
き
ん
出
張
相
談
中
止
の
お

知
ら
せ

「
第
６
回
喜
多
方
市
民
号
」中
止

の
お
知
ら
せ

第
３０
回
鳥
屋
山
山
開
き
中
止
の

お
知
ら
せ

「
23
年
度
喜
多
方
市
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
入
団
式
」中
止
の
お
知
ら
せ

「
蔵
の
ま
ち
喜
多
方
桜
ウ
ォ
ー

ク
２
０
１
１
」中
止
の
お
知
ら

せ
問問

問問

問問

問問

問問

問問 問問

『
平
成
２３
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖

地
震
』
に
関
す
る
お
知
ら
せ

３
月
１１
日
、
午
後
２
時
４６
分
、

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
と
い
う
世

界
最
大
規
模
の｢

平
成
２３
年
東
北

地
方
太
平
洋
沖
地
震｣

が
発
生
し
、

太
平
洋
沿
岸
地
域
を
中
心
に
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

喜
多
方
市
で
も
最
大
震
度
５
強

を
観
測
し
た
こ
と
か
ら
、
地
震
発

生
と
同
時
に｢

喜
多
方
市
地
震
災

害
対
策
本
部｣

を
設
置
し
対
策
を

講
じ
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
今
回
の

地
震
に
つ
い
て
、
風
評
に
惑
わ
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
信
頼
で
き
る
情

報
の
も
と
、
冷
静
な
対
応
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.city.kitakata.fukushim

a.
jp/

）
で
地
震
関
連
の
緊
急
情
報
を

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

●
Ｆ
Ｍ
き
た
か
た（
７８
・
２
Ｍ
ｚ
）の

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
喜
多
方
市
で

も
地
震
関
連
の
情
報
を
お
伝
え
し

て
い
ま
す
。

平
日
の
午
前
７
時
４５
分
〜
、
午
後

０
時
１５
分
〜
、
午
後
５
時
４５
分
〜
。
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fukushim
a.jp

）
に
よ
り
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。
応
募
の
際
に
い
た
だ

く
個
人
情
報
は
、
本
審
議
会
の
目

的
以
外
に
は
利
用
し
ま
せ
ん
。

◆
応
募
期
限

４
月
２８
日
（
木
）

必
着

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
市
で

選
考
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申

企
画
政
策
課
政
策
推
進
班

☎
（
２４
）
５
２
０
８

食
育
推
進
計
画
を
推
進
す
る
た

め
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

◆
応
募
人
数

若
干
名

◆
任
期

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

◆
応
募
資
格

市
内
に
お
住
ま
い

で
２０
歳
以
上
６５
歳
以
下
の
方
（
基

準
日
：
４
月
１
日
）

◆
応
募
方
法

委
員
に
応
募
す
る
理
由
、
動
機

に
つ
い
て
４
０
０
字
程
度
に
ま
と

め
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

職
業
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

（h
ok
en@

city.k
itak

ata.
fukushim

a.jp

）
に
よ
り
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
応
募
期
限

４
月
２０
日
（
水
）

※
委
員
構
成
１７
人

保
健
課
健
康
係

☎
（
２４
）
５
２
２
３

夏
ま
つ
り
と
冬
ま
つ
り
の
期
間

に
実
施
す
る
「
抽
せ
ん
付
ス
タ
ン

プ
蔵
め
ぐ
り
」
の
会
員
店
を
募
集

し
ま
す
。
蔵
の
ま
ち
あ
る
き
を
す

る
観
光
客
に
、
お
店
を
Ｐ
Ｒ
し
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

◆
募
集
期
限

４
月
末
日
（
１
次

締
め
切
り
）

◆
年
会
費

１
万
２
０
０
０
円

◆
会
員
特
典

○
お
店
の
紹
介
を

ス
タ
ン
プ
台
紙
に
掲
載

○
抽
せ

ん
の
景
品
と
し
て
お
店
の
商
品
を

事
務
局
で
購
入

観
光
交
流
課

☎
（
２４
）
５
２
４
９

２３
年
４
月
か
ら
２４
年
３
月
分
ま

で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月
額

１
万
５
０
２
０
円
で
す
。

【
学
生
納
付
特
例
制
度
】

本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
、
申
請
に
よ
り
納
付
が
猶
予

さ
れ
ま
す
。

２３
年
度
（
４
月
〜
２４
年
３
月
分
）

の
受
け
付
け
は
４
月
１
日
か
ら
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

申
請
の
際
は
年
金
手
帳
、
学
生

証
の
両
面
コ
ピ
ー
、
印
鑑
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

※
大
学
お
よ
び
専
修
学
校
な
ど
を

卒
業
さ
れ
た
方
で
免
除
を
希
望
す

る
場
合
は
、
一
般
の
免
除
申
請
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
卒
業
後
４
月

〜
６
月
分
の
免
除
を
希
望
す
る
場

合
は
６
月
末
日
ま
で
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
の
際
は
年
金
手

帳
、
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

市
民
課
国
民
年
金
係

☎
（
２４
）
５
２
２
６

【
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
】

◆
受
付
時
間

○
月
曜
日
（
月
曜
日
が
休
日
の
場

合
は
火
曜
日
）
…
午
前
８
時
３０
分

〜
午
後
７
時

○
火
曜
日
〜
金
曜
日
…
午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分

○
第
２
土
曜
日
…
午
前
９
時
３０
分

〜
午
後
４
時

☎
０
５
７
０
（
０５
）
１
１
６
５

一
人
ひ
と
り
が
お
互
い
に
人
権

を
尊
重
し
、
性
別
や
年
代
に
と
ら

わ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
、
資
質
、
能
力
を
認
め
合
い
、

支
え
あ
っ
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

向
け
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に

関
す
る
重
要
事
項
に
対
し
て
審
議

を
行
う
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

◆
応
募
資
格

市
内
に
お
住
ま
い
の
２０
歳
以
上

６５
歳
未
満
の
方

（
基
準
日
：
平
成
２３
年
４
月
１
日
）

◆
任
期

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
（
審
議
会

は
、
委
員
構
成
１８
人
、
２３
年
度
は

平
日
の
日
中
に
２
回
開
催
す
る
予

定
で
す
。
審
議
会
に
出
席
し
た
と

き
は
、
所
定
の
報
酬
（
日
額
６
０

０
０
円
）
を
支
給
し
ま
す
）

◆
募
集
す
る
委
員
数

７
人

◆
応
募
方
法

任
意
の
様
式
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話

番
号
、
職
業
、
勤
務
先
、
応
募
の

理
由・動
機
を
記
入
の
う
え
、郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

（seisaku@
city.kitakata.

問問 問問

募

集

募

集

募

集

年

金

年

金

年

金

喜
多
方
市
男
女
共
同
参
画
審
議

会
委
員
の
公
募

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
の
ご

案
内

抽
せ
ん
付
ス
タ
ン
プ
蔵
め
ぐ
り

会
員
店

食
育
推
進
会
議
委
員

年
金
相
談（
電
話
相
談
）の
受
け

付
け

問問

問問 問問

申申

申申

市民交通災害共済
に加入しましょう

年間1人　
市民であればどなたでも加入できます加入できます

500円

福島県市民交通災害共済組合
詳しくは、喜多方市役所生活環境課☎（24）5221
にお尋ね下さい。
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ご
み
の
減
量
化
と
資
源
の
有
効

利
用
の
た
め
、
資
源
回
収
を
実
施

し
た
団
体
（
町
内
会
、
子
供
会
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
）
に
、
回
収
量
１
キ
ロ

に
つ
き
３
円
（
予
定
）
を
報
奨
金

と
し
て
交
付
し
ま
す
。
交
付
を
受

け
る
に
は
事
前
に
団
体
の
登
録
が

必
要
で
す
。

２３
年
度
に
報
奨
金
の
交
付
を
希

望
す
る
団
体
は
、
５
月
３１
日
（
火
）

ま
で
に
資
源
回
収
実
施
団
体
登
録

申
請
書
を
生
活
環
境
課
ま
た
は
各

総
合
支
所
市
民
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
報
奨
金
交
付
対
象

新
聞
紙
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
、
チ
ラ
シ
、
雑
誌
な
ど

の
古
紙生活

環
境
課
環
境
推
進
班

☎
（
２４
）
５
２
６
１

経
験
豊
富
な
弁
護
士
が
解
決
に

導
き
ま
す
。
費
用
は
無
料
で
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

◆
日
時

５
月
１３
日
（
金
）
午
前

１０
時
〜
午
後
３
時

◆
場
所

喜
多
方
市
厚
生
会
館

◆
申
し
込
み

相
談
を
希
望
さ
れ

る
方
は
電
話
で
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。（
受
付
時
間
は
月
曜
日
〜
金

曜
日
、
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５

時
）

※
地
区
外
の
方
も
受
け
付
け
ま

す
。
相
談
時
間
は
３０
分
以
内
で
、

な
る
べ
く
当
事
者
本
人
が
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

申

喜
多
方
市
勤
労
者
互
助
会

（
商
工
課
内
）
☎
（
２４
）
５
２
３
３
、

あ
い
き
ょ
う
さ
い
・
財
団
法
人
福

島
県
民
共
済
会
☎
０
２
４
（
５
２

１
）
３
３
９
２

仙
台
国
税
局
に
採
用
さ
れ
る
と
、

税
務
大
学
校
で
研
修
を
受
け
た
あ

と
、仙
台
国
税
局
管
内（
東
北
６
県
）

の
税
務
署
に
配
属
さ
れ
ま
す
。

◆
受
験
資
格

○
昭
和
５７
年
４
月
２
日
〜
平
成
２

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

○
平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
者
で
次
に
該
当
す
る
者

①
大
学
を
卒
業
し
た
者
お
よ
び
平

成
２４
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業

す
る
見
込
み
の
者

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と
同

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

◆
申
込
期
限

４
月
１４
日
（
木
）

◆
受
験
申
込
書
の
請
求

最
寄
り
の
税
務
署
、
仙
台
国
税

局
人
事
第
二
課
ま
た
は
人
事
院
東

北
事
務
局

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
試

験
研
修
係
☎
０
２
２
（
２
６
３
）
１

１
１
１
（
内
線
３
２
３
６
）

申申

問問

問問

問問

平成23年度
　 住宅用の新エネルギー設備補助
　市では、太陽光発電や風力発電、太陽熱を
利用した給湯・冷暖房機、木質ペレットや薪
を使ったストーブといった新エネルギー設備
を住宅に設置する市民の方に対し、予算の範
囲内で補助金を交付しています。
◆補助対象設備と補助金額および募集件数
○太陽光発電システム…3万円／ kW、上限5 
kW（最大15万円／件）、35件程度
○太陽熱利用システム…定額（3万円／件）、3
件程度
○ペレット・薪ストーブ…設置費の5分の1（最
大5万円／件）、10件程度
○小型風力発電（太陽光ハイブリッド発電含
む）…定額（5万円／件）、1件程度
◆応募資格 ○市内の住宅などに補助対象設
備を設置する方　○補助対象設備が設置され
た市内の住宅を購入し、自ら居住する方　○
補助金交付決定日から2カ月以内に設備設置工
事請負契約が締結できる方　○24年2月末日ま
でに補助対象設備の設置工事の完了・実績報
告ができる方
◆募集開始日　5月9日（月）から、先着順に
受け付けることとし、予算が無くなり次第、
募集を終了します。
◆注意事項 市からの補助金交付決定前に設
備設置工事の請負契約を締結した場合は補助
金を交付できません。また、中古品は対象外
となります。
◆申し込み 企画政策課および各総合支所総
務課に備え付けの申請書（市ホームページか
らもダウンロードできます）に必要事項を記
入し、関係書類を添えて申込先に持参してく
ださい。
※郵送による受け付けは行いません。
問 申 企画政策課政策推進班☎（24）5208

相

談

相

談

相

談

補
助
・
支
援

補
助
・
支
援

補
助

支
援

試

験

試

験

試

験

無
料
法
律
相
談
会

資
源
回
収
報
奨
金
交
付
制
度

平
成
２３
年
度
国
家
公
務
員

「
国
税
専
門
官
採
用
試
験
」

(

大
学
卒
業
程
度)

問問申申
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今
年
度
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
に
伴
う
単
独
処
理
浄
化
槽
・

汲
み
取
り
便
槽
を
完
全
に
撤
去
す

る
た
め
の
費
用
を
、
設
置
費
補
助

金
に
上
乗
せ
し
て
交
付
し
ま
す
。

◆
補
助
対
象
工
事

単
独
処
理
浄

化
槽
ま
た
は
汲
み
取
り
便
槽
か
ら

合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
で
、

既
存
の
建
物
が
残
っ
て
い
る
場
合

◆
補
助
対
象
と
な
る
地
域

下
水

道
事
業
の
認
可
区
域
や
農
業
集
落

排
水
事
業
な
ど
の
採
択
さ
れ
た
区

域
以
外
の
市
内
全
域

◆
申
込
期
限

予
算
の
範
囲
内
で

行
う
た
め
、
定
数
に
な
り
次
第
締

め
切
り
と
な
り
ま
す
。（
来
年
３
月

１５
日
ま
で
に
実
績
報
告
書
な
ど
の

提
出
が
で
き
る
工
事
）

◆
注
意
事
項

新
築
や
完
全
撤
去

が
で
き
な
い
な
ど
の
撤
去
費
補
助

が
該
当
に
な
ら
な
い
場
合
で
も
、

設
置
費
補
助
に
つ
い
て
は
昨
年
度

同
様
交
付
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

補
助
金
交
付
が
決
定
し
た
後
に
着

工
し
た
工
事
の
み
が
補
助
対
象
工

事
と
な
り
ま
す
。

下
水
道
課
総
務
係
☎
（
２４
）
５

２
５
０
ま
た
は
各
総
合
支
所
建
設

課
下
水
道
係

浄
化
槽
設
置
に
伴
う
工
事
費
１

０
０
万
円
を
限
度
と
し
て
、
市
が

融
資
を
あ
っ
せ
ん
し
、
そ
の
利
子

を
補
給
す
る
制
度
で
す
。

詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

下
水
道
課
総
務
係
☎
（
２４
）
５

２
５
０
ま
た
は
各
総
合
支
所
建
設

課
下
水
道
係

商
品
開
発
や
販
路
開
拓
に
向
け

た
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

◆
補
助
対
象
経
費

○
市
場
調

査
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
依
頼

○
商

品
開
発
や
試
作
に
必
要
な
原
材

料
、
資
材
購
入

○
外
部
業
者
へ

の
加
工
委
託

○
成
分
分
析
委
託

○
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
作
成

○
そ
の
他
（
販
売
促
進
活
動
に
要

す
る
経
費
）

◆
補
助
率

補
助
対
象
経
費
の

８０
％
以
内
（
上
限
４０
万
円
／
年
）

◆
募
集
対
象
者
・
実
施
主
体

農

業
者
、
農
業
生
産
法
人
、
農
業
者

の
組
織
す
る
団
体
な
ど
、
ま
た
は

食
品
製
造
な
ど
を
行
う
事
業
者

◆
助
成
期
間

○
２
年
間
…
農
業
者
、
農
業
生
産

　　喜多方地方広域市町村圏組合☎（22）3426
　　企画政策課☎（24）5207

　　 福島県会津地方振興局地域づくり商工労政グループ☎0242（29）5292

補
助
・
支
援

補
助
・
支
援

補
助

支
援

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
に
伴
う

撤
去
費
の
補
助

浄
化
槽
設
置
に
伴
う
水
洗
化
工

事
資
金
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

ア
グ
リ
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業

問問

　問

　問

問問

喜多方地方広域市町村圏組合ふるさと市町村圏推進事業助成金

対 象 事 業 広域圏文化支援事業 まちづくり地域活性化
イベント支援事業

対 象 内 容

○広域的な取組がなさ
れ、文化・芸術の振興
発展に資するもの
○一過性ではなく、継
続が見込まれるもの

○地域の特性を活かした取
組がなされており、地域の
振興発展に資するもの
○一過性ではなく、継続が
見込まれるもの

補 助 先 対象事業を実施する団体、または個人
補 助 額 1／2以内 1／2以内
補助限度額 20万円 50万円
募 集 期 限 4月28日

　広域市町村圏組合、県ではそれぞれ、平成23年度の各種地域づく
りに関する補助事業の募集を行っています。

23年度各種『地域づくり事業』

福島県地域づくり総合支援事業（サポート事業）
枠 　 名 一般枠 過疎・中山間地域集落等活性化枠

対 象 事 業
広域的、先
駆的、モデ
ル的な事業

集落等活性化に関する事
業全般

集落再生に
関する計画
づくり

補 助 先 民間団体
行政区、自
治会、町内
会など

集落などと
協定を結ん
だ団体

行政区、自
治会、町内
会など

補 助 率 2／3以内 4／5以内 2／3以内 10／10以内
補 　 助
限 度 額 500万円 500万円 500万円

（3年間） 30万円

募 集 期 間 第2次募集　4月18日～5月11日
第3次募集以降　予算額を勘案して、後日決定します。

　申

申
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法
人
、
農
業
者
の
組
織
す
る
団
体

な
ど

○
１
年
間
…
市
内
に
店
舗
ま
た
は

工
場
な
ど
を
有
す
る
事
業
者

◆
採
択
数

○
農
業
者
、
農
業
生
産
法
人
、
農

業
者
の
組
織
す
る
団
体
な
ど
…
２

事
業

○
市
内
に
店
舗
ま
た
は
工
場
な
ど

を
有
す
る
事
業
者
…
２
事
業

◆
申
し
込
み

所
定
の
様
式
（
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
）を
作
成
し
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
募
集
期
限

４
月
２８
日
（
木
）

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課

☎
（
２４
）
５
２
９
６

市
で
は
蔵
保
存
奨
励
の
た
め
、

蔵
改
修(

移
転
お
よ
び
新
築
を
含

む)

工
事
を
行
う
所
有
者
に
対
し
、

事
業
に
要
す
る
経
費
の
一
部
に
つ
い

て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

◆
補
助
対
象

○
蔵
改
修
工
事
（
屋
根
改
修
・
壁

補
修
・
本
体
木
工
事
な
ど
）

○
蔵
移
転
工
事（
蔵
の
曳
き
家
工

事
）

○
蔵
新
築
工
事
（
在
来
工
法
に
よ

る
新
築
工
事
）

◆
補
助
額

○
改
修
工
事
・
移
転
工
事
…
工
事

費
用
の
５
％
（
限
度
対
象
額
１
０

０
万
円
〜
１
０
０
０
万
円
）

○
新
築
工
事
…
工
事
費
用
の
２
％

（
限
度
対
象
額
１
５
０
０
万
円
）

◆
申
し
込
み

建
設
課
建
築
住
宅
係
へ
申
請
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

詳
し
い
要
件
や
手
続
き
に
つ
い
て

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

建
設
課
建
築
住
宅
係

☎
（
２４
）
５
２
４
６

現
在
の
医
療
保
険
制
度
で
は
、

国
民
全
員
が
何
ら
か
の
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
国
民
健
康
保
険
で
は
、
加

入
や
脱
退
す
る
場
合
、
そ
の
世
帯

の
世
帯
主
が
届
け
出
を
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
１
４
日
以
内
に

忘
れ
ず
に
届
け
ま
し
ょ
う
。

【
会
社
な
ど
を
や
め
ら
れ
た
場
合
】

職
場
の
健
康
保
険
な
ど
を
や
め
ら

れ
た
方
は
、
加
入
の
届
け
出
が
必

要
で
す
。

◆
届
け
出
に
必
要
な
も
の

○
職

場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
証
明
書

○
印
か
ん

○
年
金
証
書
（
退
職

者
医
療
制
度
に
該
当
す
る
と
き
）

【
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ

た
場
合
】
就
職
な
ど
に
よ
り
職
場

の
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
た
方
は
、

国
保
脱
退
の
届
け
出
が
必
要
で

す
。
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
職
場

の
健
康
保
険
の
保
険
料
と
国
保
の

保
険
税
を
二
重
に
納
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
届
け
出
に
必
要
な
も
の

○
国

保
の
保
険
証

○
職
場
の
健
康
保

険
証

○
印
か
ん

◆
届
け
出
を
す
る
場
所

市
民
課

市
民
窓
口
係
ま
た
は
各
総
合
支
所

市
民
課

※
本
人
確
認
の
た
め
の
身
分
証（
運

転
免
許
証
な
ど
）
も
必
ず
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

保
健
課
国
保
医
療
係
☎
（
２４
）

５
２
２
４
ま
た
は
各
総
合
支
所
市

民
課
保
健
福
祉
係

マ
ル
学
と
は
、
国
民
健
康
保
険

が
住
所
地
主
義
の
例
外
と
し
て
、

転
出
後
も
学
生
の
間
、
親
の
住
所

が
あ
る
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
る
特
例
制
度
で
す
。

学
年
が
変
わ
る
た
び
ご
と
に
申

請
が
必
要
で
す
の
で
、
今
年
４
月

以
降
も
、
修
学
な
ど
の
た
め
在
籍

し
て
い
る
方
は
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

在
学
し
て
い
る
場
合
（
更
新
手
続

き
が
必
要
で
す
）

◆
手
続
き
に
必
要
な
も
の

在
学

証
明
書
（
学
生
証
、
卒
業
見
込
明

書
な
ど
の
他
の
証
明
書
は
不
可
）、

学
生
の
方
の
保
険
証
、
印
鑑

◆
手
続
き
の
場
所

保
健
課
国
保

医
療
係(

市
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階)

ま

た
は
各
総
合
支
所
市
民
課
保
健
福

祉
係

卒
業
な
ど
に
よ
り
在
学
し
な
く
な

っ
た
場
合
（
マ
ル
学
終
了
の
届
出

が
必
要
で
す
）

◆
手
続
き
に
必
要
な
も
の

学
生

だ
っ
た
方
の
保
険
証
、
印
鑑

◆
手
続
き
の
場
所

市
民
課
市
民
窓
口
係
ま
た
は
各

総
合
支
所
市
民
課
市
民
生
活
係
で

届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

自
活
し
て
い
る
学
生
や
結
婚
し
て

い
る
場
合
に
は
マ
ル
学
は
適
用
さ

れ
ま
せ
ん
。

保
健
課
国
保
医
療
係
☎
（
２４
）

５
２
２
４
ま
た
は
各
総
合
支
所
市

民
課
保
健
福
祉
係

国

保

国

保

国

保

国
保
の
届
け
出
を
忘
れ
ず
に

マ
ル
学
更
新
な
ど
の
手
続
き

喜
多
方
市
蔵
保
存
奨
励
補
助
金

交
付
事
業

問問
申申

問問

問問

問問

申申
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新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を
３
月

下
旬
に
郵
送
し
ま
し
た
の
で
、
古

い
高
齢
受
給
者
証
は
４
月
１
日
以

降
す
み
や
か
に
市
民
課
市
民
窓
口

係
・
保
健
課
国
保
医
療
係
ま
た
は

各
総
合
支
所
市
民
課
窓
口
に
お
返

し
く
だ
さ
い
。
今
回
の
交
付
は
、

平
成
２４
年
３
月
ま
で
の
１
年
間
、

窓
口
負
担
が
１
割
の
ま
ま
据
置
き

と
な
る
改
正
に
よ
る
も
の
で
あ
り

本
来
の
有
効
期
限
の
７
月
３１
日
ま

で
の
残
り
４
カ
月
間
と
な
り
ま
す
。

３
月
７
日
以
降
、
新
規
お
よ
び

再
交
付
を
受
け
た
方
並
び
に
窓
口

負
担
３
割
の
方
は
現
在
お
持
ち
の

高
齢
受
給
者
証
を
そ
の
ま
ま
お
使

い
く
だ
さ
い
。

問

保
健
課
国
保
医
療
係
☎
（
２４
）

５
２
２
４
ま
た
は
各
総
合
支
所
市

民
課
保
健
福
祉
係

◆
対
象
者

生
後
３
カ
月
か
ら
７

歳
６
カ
月
（
未
満
）
の
接
種
が
完

了
し
て
い
な
い
方

◆
受
け
方

日
程
を
よ
く
ご
覧
の

う
え
、
直
接
会
場
へ
お
い
で
く
だ

さ
い
。
４１
日
以
上
の
間
隔
を
お
い

て
２
回
飲
み
ま
す
。
４
月
に
１
回

目
を
受
け
る
方
は
２
回
目
を
９
月

に
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
下
痢
を
し
て
い
る
お
子
さ
ん
は

接
種
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
見
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

◆
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ポ

リ
オ
予
防
接
種
予
診
票

※
保
護
者
が
同
伴
し
な
い
場
合
は
、

委
任
状
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
受
け
付
け

本
庁
…
午
後
０
時

４５
分
〜
１
時
１５
分

各
総
合
支

所
…
午
後
１
時
〜
１
時
１５
分

※
指
定
さ
れ
た
日
に
都
合
が
悪
い

場
合
は
、
別
の
日
程
で
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
変
更
さ
れ
る
方

は
ワ
ク
チ
ン
の
準
備
が
あ
り
ま
す

の
で
、
必
ず
最
寄
り
の
窓
口
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問

保
健
課
健
康
係
☎
（
２４
）
５
２

２
３
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
課

保
健
福
祉
係

３
月
５
日
か
ら
小
児
用
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
お
よ
び
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
を
一
時
的
に
見
合
わ
せ
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
厚
生
労
働
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://www.

m
hlw.go.jp/

）
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

問
保
健
課
健
康
係

☎
（
２４
）
５
２
２
３

平
成
２１
年
１１
月
か
ら
、
国
に
よ

り
、
太
陽
光
発
電
の
余
剰
電
力
買

取
制
度
（
太
陽
光
で
発
電
さ
れ
た

電
気
の
う
ち
、
使
い
き
れ
ず
に
余

っ
た
電
気
を
電
力
会
社
が
買
い
取

り
、
そ
の
買
い
取
り
に
要
し
た
費

用
を
、
電
気
を
利
用
す
る
方
全
員

が
負
担
す
る
制
度
）
が
ス
タ
ー
ト

し
て
お
り
、
４
月
か
ら
負
担
額
が

生
じ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

市
内
に
お
住
ま
い
の
方
の
負
担

額
は
、
毎
月
の
電
気
使
用
量（
ｋ
Ｗ

ｈ
）×
０
・
０３
円
と
な
り
、
検
針
時

問問

問問

問問

国
保
・
健
康

国
保
・
健
康

国
保

健
康

案

内

案

内

案

内

国
保
に
加
入
さ
れ
て
い
る
７０

歳
か
ら
７５
歳
未
満
の
方
で
窓

口
負
担
が
１
割
の
皆
さ
ん
へ

４
月
分
の
電
気
料
金
か
ら

「
太
陽
光
発
電
促
進
付
加
金
」

の
ご
負
担
が
始
ま
り
ま
す

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
・
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

一
時
的
見
合
わ
せ

ポ
リ
オ
予
防
接
種
の
お
し
ら
せ

◆対象地区と日程

地区 実施月日 対　象　地　区

喜多方

4月18日(月)
上町東区、上町西区、新仲町、本仲町、
寺町一区、寺町二区、常盤町、末広町、
菅原町、栄町、塗物町

4月19日(火)

下町南部、下町北部、幸町、御清水、月
見町、緑町、新町、新道、西四ツ谷、東
四ツ谷、南町、北町、桜町、ひばりが丘、
東ひばりが丘、花園町、押切南、上三宮
地区　慶徳地区

4月20日(水) 松山地区（村松・桜が丘・松が丘・飯田・坂井行政区全域）熊倉地区
4月25日(月) 関柴地区、岩月地区
4月26日(火) 豊川地区
会場：市保健センター

熱塩
加納

4月21日(木) 全 　 　　域
会場：熱塩加納保健福祉センター夢の森

塩川
4月20日(水) 塩川地区
4月21日(木) 堂島地区、姥堂地区、駒形地区
会場：塩川保健福祉センター

山都
4月15日(金) 全 　 　　域
会場：山都保健センター

高郷
4月12日(火) 全 　 　 　 域

会場：高郷総合支所

平成23年4月オープン!!
喜多方市初の
グループホーム併設型

好評受付中
お問い合わせは、TEL（0241）23-0777　猪俣まで
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に
配
布
さ
れ
る
「
電
気
ご
使
用
量

の
お
知
ら
せ
」
に
「
太
陽
光
発
電

促
進
付
加
金
」
と
し
て
実
際
の
負

担
額
が
記
載
さ
れ
ま
す
。

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
室
☎
０
５
７
０

（
０
５
７
）
３
３
３

「
公
共
工
事
の
入
札
及
び
契
約

の
適
正
化
の
促
進
に
関
す
る
法

律
」
の
規
定
に
よ
り
、
市
で
は
予

定
価
格
２
５
０
万
円
以
上
と
見
込

ま
れ
る
公
共
工
事
の
発
注
見
通
し

を
公
表
し
て
い
ま
す
。

内
容
に
つ
い
て
は
、
４
月
１
日

か
ら
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
れ

な
い
場
合
は
、
財
政
課
で
閲
覧
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

財
政
課
財
政
班

☎
（
２４
）
５
２
１
３

住
宅
火
災
か
ら
死
者
を
出
さ
な

い
た
め
、
今
年
６
月
か
ら
全
て
の

住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、す
べ
て

の
住
宅
（
戸
建
住
宅
、
共
同
住
宅
）

に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は
】

火
災
の
煙
や
熱
を
自
動
的
に
感

知
し
て
、
警
報
音
や
音
声
で
寝
て

い
る
人
な
ど
に
知
ら
せ
て
く
れ
る

も
の
で
、
誰
で
も
簡
単
に
取
り
付

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

取
り
付
け
る
こ
と
で
、
火
災
の
発

生
に
素
早
く
気
づ
く
こ
と
が
で
き
、

逃
げ
遅
れ
に
よ
る
死
者
の
防
止
を

は
じ
め
、
火
災
に
よ
る
被
害
の
軽

減
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

生
活
環
境
課
生
活
安
全
係
☎

（
２４
）
５
２
２
１
、
喜
多
方
地
方
広

域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部
☎

（
２２
）
６
２
１
１

◆
期
間

４
月
６
日
（
水
）
〜
１２

日
（
火
）
ま
で
の
７
日
間

◆
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
あ
ぶ
な

い
よ

会
話
に
む
ち
ゅ
う
の

登

下
校
」

◆
運
動
の
重
点

○
子
ど
も
（
特
に
新
入
学
（
園
）

児
童
・
園
児
）
の
交
通
事
故
防
止

○
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着

用
の
徹
底

生
活
環
境
課
生
活
安
全
係

☎
（
２４
）
５
２
２
１

１２
月
か
ら
３
月
分
が
振
り
込
み

に
な
り
ま
す
。
個
別
に
支
給
通
知

は
送
付
し
ま
せ
ん
の
で
、
登
録
さ

れ
て
い
る
通
帳
の
記
帳
に
よ
り
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

住
所
や
同
居
さ
れ
て
い
る
ご
家

族
に
異
動
が
あ
っ
た
方
は
変
更
届

の
提
出
が
必
要
で
す
。
手
続
き
が

遅
れ
る
と
、
手
当
の
支
払
い
が
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

【
児
童
扶
養
手
当
と
は
】
父
母
の

離
婚
な
ど
で
父
ま
た
は
母
と
生
計

を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
が
育

て
ら
れ
て
い
る
、
ひ
と
り
親
家
庭

の
生
活
の
安
定
と
自
立
を
助
け
る

た
め
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

ま
た
、
父
（
ま
た
は
母
）
が
心

身
に
重
度
の
障
が
い
を
持
っ
て
い

る
場
合
に
は
、
父
（
ま
た
は
母
）

と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
て
も
支

給
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は
】
身

体
ま
た
は
精
神
に
中
度
ま
た
は
重

度
の
障
が
い
の
あ
る
２０
歳
未
満
の

児
童
を
監
護
ま
た
は
養
育
し
て
い

る
方
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

社
会
福
祉
課
子
育
て
支
援
室

☎
（
２４
）
５
２
２
９
ま
た
は
各
総

合
支
所
市
民
課
保
健
福
祉
係

４
月
１
日
か
ら
次
の
区
域
の
供

用
お
よ
び
下
水
の
処
理
を
開
始
し

ま
す
。
併
せ
て
、
供
用
を
開
始
す

る
区
域
と
新
た
に
受
益
者
負
担
金

を
賦
課
す
る
区
域
を
縦
覧
に
供
し

ま
す
。

◆
供
用
開
始
お
よ
び
受
益
者
負
担

金
を
賦
課
す
る
区
域

喜
多
方
処

理
区
の
一
部
、
塩
川
処
理
区
の
一
部

（
詳
細
は
縦
覧
場
所
に
備
え
付
け

の
図
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

◆
縦
覧
期
間

４
月
１
日
（
金
）

か
ら
２
週
間
（
た
だ
し
、
土
・
日

曜
日
を
除
く
）、
午
前
８
時
３０
分

か
ら
午
後
５
時
ま
で

◆
縦
覧
場
所

下
水
道
課
お
よ
び

塩
川
総
合
支
所
建
設
課

下
水
道
課
総
務
係
☎(

２４)

５
２

５
０
ま
た
は
塩
川
総
合
支
所
建
設

課
下
水
道
係
☎(

２７)

２
１
１
４

問問

問問

問問

問問 問問

問問

４
月
11
日
は
児
童
扶
養
手

当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
の

定
時
支
給
日
で
す

公
共
下
水
道
供
用
開
始
区
域

お
よ
び
受
益
者
負
担
金
賦
課

区
域
の
縦
覧

23
年
度
喜
多
方
市
公
共
工
事
の

発
注
見
通
し

つ
け
ま
し
た
か
？
住
宅
用
火
災

警
報
器

新
入
学（
園
）児
童
・
園
児
の
交

通
事
故
防
止
運
動

ふるさと納税（寄付）へのご協力
ありがとうございます

■2月末現在387万2,002円（136人）
今年度のふるさと納税（寄付）は、2月

末現在で136人の方から387万2,002円の寄
付が寄せられています。
寄付者の中には、昨年寄付をした方で、

今年も「喜多方市を応援したい」とのこ
とで、再度寄付された方もいます。
市では、寄付をいただきましたお気持

ちに沿えるよう、寄付者の意思に基づき
大切に使わせていただきたいと考えてい
ます。今年度も引き続きふるさと喜多方
に対するご支援をよろしくお願いします。
なお、寄付の受け付けは随時行ってい

ます。これまでの寄付の詳細および申し
込み方法などは市のホームページをご覧
ください。
企画政策課政策企画班☎（24）5207、

FAX（25）7073、Ｅメール  seisaku@city.
kitakata.fukushima.jp

問 問
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「
水
道
水
以
外
の
水
（
地
下
水

な
ど
）」
を
使
用
し
て
い
る
家
庭
で
、

転
入
・
転
出
な
ど
に
よ
り
人
数
に

変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、
す
み
や

か
に
変
更
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。こ

れ
は
、
一
般
家
庭
で
「
地
下

水
な
ど
」
を
家
事
用
と
し
て
使
用

し
て
い
る
人
数
に
よ
っ
て
料
金
が

決
定
さ
れ
る
た
め
で
す
。

下
水
道
課
総
務
係
☎
（
２４
）
５

２
５
０
ま
た
は
各
総
合
支
所
建
設

課
下
水
道
係
〔
熱
塩
加
納
☎
（
３６
）

２
１
１
４
、
塩
川
☎(

２７)

２
１
１
４
、

山
都
☎(

３８)

３
８
５
５
、
高
郷
☎

０
２
４
１(

４４)

２
１
１
５
〕

◆
運
行
日

４
月
２
日
〜
１１
月
２７

日
の
土
・
日
曜
日
、
祝
日

※
４
月
２９
日
〜
５
月
５
日
お
よ
び

８
月
５
日
〜
２０
日
は
毎
日
運
行
。

◆
料
金

○
乗
降
自
由
…
大
人
５
０
０
円
、

小
人
３
０
０
円

○
１
回
乗
車
…
大
人
２
０
０
円
、

小
人
１
０
０
円

運
行
ダ
イ
ヤ
な
ど
詳
し
く
は
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

観
光
交
流
課

☎
（
２４
）
５
２
０
０

◆
運
行
日

４
月
２
日
〜
１１
月
２７

日
の
土
・
日
曜
日
、
祝
日

※
５
月
〜
１０
月
は
毎
日
運
行
。

◆
料
金
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
）

○
会
津
若
松
〜
喜
多
方
間
…
大
人

１
６
０
０
円
、
こ
ど
も
８
０
０
円

○
喜
多
方
〜
米
沢
間
…
大
人
１
８

０
０
円
、
こ
ど
も
９
０
０
円

○
会
津
若
松
〜
米
沢
間
…
大
人
２

８
０
０
円
、
こ
ど
も
１
４
０
０
円

※
平
日
料
金
や
運
行
時
間
な
ど
詳

し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

観
光
交
流
課

☎
（
２４
）
５
２
０
０

市
役
所
本
庁
舎
内
に
設
置
さ
れ

て
い
る
法
務
局
の
「
証
明
書
交
付

窓
口
」
で
登
記
事
項
証
明
書
な
ど

の
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

◆
場
所

市
役
所
本
庁
舎
Ｂ
棟
１

階
「
福
島
地
方
法
務
局
若
松
支
局

証
明
書
交
付
窓
口
」

◆
受
付
時
間

平
日
の
午
前
９
時

〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時
３０
分

◆
取
り
扱
い

○
全
国
の
土
地
・
建
物
お
よ
び
会

社
・
法
人
の
登
記
事
項
証
明
書

○
全
国
の
会
社
・
法
人
の
代
表
者

事
項
証
明
書

○
会
社・法
人
の
印
鑑
証
明
書
（
印

鑑
証
明
書
の
請
求
に
は
、
印
鑑
カ

ー
ド
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
請
求

す
る
際
に
代
表
者
の
生
年
月
日
の

入
力
が
必
要
で
す
）

※
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
さ
れ
て
い
る
不

動
産
お
よ
び
会
社
な
ど
に
限
ら
れ

ま
す
。

※
要
約
書
お
よ
び
地
図
・
図
面
な

ど
の
交
付
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

福
島
地
方
法
務
局
総
務
課

☎
０
２
４
（
５
３
４
）
１
９
４
１

太
極
拳
は
、
健
康
法
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
中
国
で
生

ま
れ
た
武
術
で
す
。
太
極
拳
の
動

き
に
は
、
体
力
や
筋
力
を
ア
ッ
プ

さ
せ
、
日
常
生
活
を
楽
に
す
る
ヒ

ン
ト
が
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
年
間
の
継
続
で
体
調
や
体
力

は
ど
う
変
わ
る
か
、
記
録
し
な
が

ら
教
室
を
進
め
ま
す
。
武
術
太
極

拳
で
体
力
向
上
と
健
康
づ
く
り
を

実
践
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
日
時

５
月
１２
日
〜
平
成
２４
年

３
月
８
日
、第
２
・
４
木
曜
日（
全
１７

回
）午
後
６
時
３０
分
〜
８
時（
開
始

日
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
参
加
者
に
は
通
知
し
ま
す
）

◆
場
所

喜
多
方
市
厚
生
会
館

◆
対
象

医
師
に
運
動
を
禁
止
さ

れ
て
い
な
い
方

◆
内
容

体
力
測
定(

毎
回
実
施)

、

カ
ン
フ
ー
体
操
、
練
功
十
八
法
、

入
門
・
初
級
太
極
拳
な
ど

◆
受
講
料

年
間
５
０
０
０
円
お

よ
び
損
害
保
険
料
年
間
１
６
０
０

円
（
６５
歳
以
上
８
０
０
円
）

高
齢
福
祉
課
太
極
拳
の
ま

ち
推
進
係
☎
（
２４
）
５
２
４
２

太
極
拳
ゆ
っ
た
り
体
操
に
身
近

に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
各

行
政
区
の
集
会
所
で
の
教
室
の
実

施
を
次
の
と
お
り
支
援
し
て
い
ま

す
。
地
域
で
取
り
組
む
介
護
予
防

と
し
て
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

◆
支
援
内
容

○
年
間
２０
回
を
上

限
と
し
て
講
師
を
派
遣

○
教
室

開
催
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス

◆
募
集
要
件

○
概
ね
６０
歳
以
上
の
方
が
１０
人
以

上
参
加
登
録
し
、
そ
の
中
に
連
絡

調
整
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
世
話

人
が
い
る
こ
と
。

○
会
場
の
確
保
、
体
操
を
す
る
際

に
使
用
す
る
椅
子
の
準
備
な
ど
の

環
境
を
整
え
ら
れ
る
こ
と
。

◆
募
集
期
限

４
月
２８
日
（
木
）

※
参
加
さ
れ
る
方
は
ケ
ガ
や
体
調

管
理
に
は
十
分
注
意
し
、
自
己
責

任
の
も
と
で
体
操
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

※
医
師
に
運
動
を
禁
止
さ
れ
て
い

る
方
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
太
極
拳
ゆ
っ
た
り
体
操
地
区
支

援
で
は
、
継
続
実
施
を
お
す
す
め

し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

高
齢
福
祉
課
太
極
拳
の
ま

ち
推
進
係
☎
（
２４
）
５
２
４
２

問問

問問

問問

問問

問問

問問

申申

申申

案

内

案

内

案

内

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室

講
座

教
室

市
内
循
環
バ
ス「
ぶ
ら
り
ん
号
」

の
運
行
開
始
し
ま
す

下
水
道
使
用
料
に
関
す
る
届
け

出

基
礎
か
ら
学
ぶ
武
術
太
極
拳
教

室

太
極
拳
ゆ
っ
た
り
体
操
地
区
支

援

「
マ
ス
コ
ッ
ト
く
ん
」の
運
行
を

開
始
し
ま
す

市
役
所
で
登
記
事
項
証
明
書
な

ど
の
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
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情報政策課 広報広聴班 ☎（24）5206（広報きたかた）　／情報統計班 ☎（24）5210  （市ホームページ）ジジ

「広報きたかた」「喜多方市ホームページ」に、事業者などの皆さんの広告を掲載しています。
詳しくは、「喜多方市ホームページ」または下記にお問い合わせください。

有料広告募集中！

◆
場
所

塩
川
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
内
）

◆
対
象
者

栄
養
や
食
事
の
摂
り

方
に
関
心
の
あ
る
市
民

◆
参
加
費

１
回
３
０
０
円
（
調

理
材
料
代
）

◆
申
込
期
限

４
月
末
日
ま
で

塩
川
総
合
支
所
市
民
課
保
健

福
祉
係
（
塩
川
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
）
☎(

２８)

１
２
５
１

「
う
つ
く
し
ま
百
名
山
」
に
も
選

ば
れ
た
郷
土
の
山
「
大
仏
山
」
の

豊
か
な
自
然
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん

か
。

◆
日
時

４
月
２９
日
（
金
）、
午

な
ど
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

４
月
２１
日
（
木
）
午
前
９
時
３０

分
〜
１１
時
３０
分
（
年
５
回
開
催
予

定
、
開
講
式
で
詳
細
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
）

◆
場
所

市
保
健
セ
ン
タ
ー
第
２

会
議
室
（
３
階
）

◆
内
容

花
づ
く
り
の
基
本
知
識

と
実
践

◆
募
集
人
数

３０
人
程
度

◆
応
募
期
間

４
月
１
日
（
金
）

〜
９
日
（
土
）

◆
受
講
料

年
間
３
０
０
円

市
民
花
づ
く
り
講
座
事
務

局
（
渡
部
宅
）
☎
（
２２
）
４
３
８

５
〔
市
へ
の
問
い
合
わ
せ
…
生
活

環
境
課
生
活
安
全
係
☎
（
２４
）
５

２
２
１
〕

「
健
康
を
支
え
る
栄
養
学
」
理

論
を
中
心
に
、
ビ
デ
オ
学
習
・
調

理
実
習
を
通
じ
正
し
い
食
生
活
の

方
法
を
学
び
ま
す
。

全
８
回
コ
ー
ス
で
市
食
生
活
改

善
推
進
員
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

◆
日
時

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
１
時
３０

分

無
理
な
く
楽
し
く
安
全
に
、
バ

ラ
ン
ス
力
や
筋
力
を
養
い
ま
す
。

太
極
拳
ゆ
っ
た
り
体
操
で
転
ば
な

い
体
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
！

◆
日
時

４
月
１５
日
〜
２４
年
３
月

２３
日
、
毎
週
金
曜
日
（
全
４０
回
）、

午
後
２
時
〜
３
時
（
開
始
日
が
遅

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
参

加
者
に
は
通
知
し
ま
す
）

◆
場
所

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

多
目
的
ホ
ー
ル

◆
対
象

概
ね
６５
歳
以
上
の
方

（
介
護
認
定
要
支
援
２
ま
で
の
方

で
、
医
師
に
運
動
を
禁
止
さ
れ
て

い
な
い
方
）

◆
内
容

○
準
備
運
動

座
っ
た

体
操

○
休
憩

○
座
っ
た
体
操

グ
ル
ー
プ
と
立
っ
た
体
操
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
体
操

○
整
理
運
動

◆
受
講
料

前
期
２０
回
／
２
０
０

０
円
、
後
期
２０
回
／
２
０
０
０
円
、

損
害
保
険
料
年
間
８
０
０
円

高
齢
福
祉
課
太
極
拳
の
ま

ち
推
進
係
☎
（
２４
）
５
２
４
２

花
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る
方
、

家
庭
や
職
場
で
花
づ
く
り
に
挑
戦

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
初
心
者
の
方

問問

問問

申申

申申

前
８
時
３０
分
〜
９
時
３０
分
（
受
け

付
け
）

◆
場
所

岩
月
交
遊
館
（
集
合
場

所
）

◆
参
加
費

無
料

◆
駐
車
場

約
２
０
０
台
（
岩
月

交
遊
館
、
他
に
臨
時
駐
車
場
あ
り
）

◆
保
険

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
保
険

加
入

◆
参
加
賞

○
先
着
３
０
０
人
に
記
念
バ
ッ
ジ

を
進
呈

○
全
員
に
も
れ
な
く
日
帰
り
温
泉

（
蔵
の
湯
）
割
引
券
を
進
呈
。

※
下
山
後
は
抽
選
で
地
場
産
品
が

当
た
る
「
ふ
る
さ
と
産
品
お
楽
し

み
抽
選
会
」
を
実
施
。

観
光
交
流
課

☎
（
２４
）
５
２
０
０

お
詫
び
と
訂
正

広
報
き
た
か
た
３
月
号
の
２３
頁

の
「
市
民
交
通
災
害
共
済

平
成

２３
年
度
分
加
入
受
付
ス
タ
ー
ト
！
」

の
共
済
見
舞
金
の
８
等
級
の
表
記

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お

詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

○
正

入
院
通
院
日
数
…
７
日
以

下○
誤

入
院
通
院
日
数
…
７
日
以

上

太
極
拳
ゆ
っ
た
り
体
操
福
祉
セ

ン
タ
ー
教
室

市
民
花
づ
く
り
講
座

健
康
を
支
え
る
栄
養
学
・
自
己

学
習
会

催

し

催

し

催

し

大
仏
山
山
開
き

①5月19日（木） ⑤⑤19月29日（木）11

②6月16日（木） ⑥10月20日（木）

③7月21日（木） ⑦11月17日（木）

④8月18日（木） ⑧12月15日（木）

問問

問問

問
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休日 病院・医院名（　）内は所在地
4月
10日
(日)

有隣病院（松山町）
☎（24）5021

17日
（日）

佐原病院（字永久）
☎（22）5321

24日
（日）

県立喜多方病院（字稲清水）
☎（22）2181

29日
（金）

小野病院（字沼田）
☎（22）0414

5月
1日
（日）

有隣病院（松山町）
☎（24）5021

3日
(火)

佐原病院（字永久）
☎（22）5321

4日
(水)

県立喜多方病院（字稲清水）
☎（22）2181

5日
(木)

小野病院（字沼田）
☎（22）0414

8日
(日)

有隣病院（松山町）
☎（24）5021

月
　 日

献血時間 場　　所

4月
8日
(金)

午前10時
～11時30分 塩川総合支所

市では、次により無料の相談業務を行っています。相談を希望
される方は電話予約をお願いします。
相談予約は、毎月１日の午前８時３０分から受け付けます。
（１日が土・日曜日の場合は、翌月曜日）

街頭献血にご協力を！

日　時 場　所 相　談　員 予　約　先

行

政

4月 8日（金）
午後 1時

～ 4時

少年センター
（本庁北側）

川瀬洋子
行政相談委員

生活環境課
☎（24）5221

11日（月）
午前10時

～正午

塩川保健福祉
センター（いき
いきセンター）

江花喜代志
行政相談委員

塩川総合支所
市民課

☎（27）2400

13日（水）
午前10時

～正午

山都開発
センター

鈴木俊子
行政相談委員

山都総合支所
市民課

☎（38）3825

15日（金）
午前 9時

～正午

熱塩加納保健
福祉センター
（夢の森）

加藤安幸
行政相談委員

熱塩加納総合支所
市民課

☎（36）2113

人
権

4月21日（木）
午後 1時

～ 4時

少年センター
（本庁北側）

坂内和夫
丸山キミ

人権擁護委員

生活環境課
☎（24）5221

法
律

4月22日（金）
午前10時
～午後 3時

少年センター
（本庁北側）

福西宜孝
弁護士

消
費
生
活

4月14日（木）
　  28日（木）
午前10時
～午後 3時

少年センター
（本庁北側）

横島裕子
消費生活相談員

健

康

相

談

4月13日（水）
午前9時30分

～11時

市保健
センター

　赤ちゃんから高齢者まで、健康・栄養・
運動・育児等について保健師・栄養士
が個別相談に応じます。気軽にご利用
ください。
　なお、市保健センターで相談を希望
される方のみ、事前の電話予約（保健
課健康係☎（24）5223）をお願いします。

14日（木）
午前10時

～11時
高郷公民館

19日（火）
午前9時30

～10時

塩川保健福祉
センター（いき
いきセンター）

19日（火）
午前9時15分

～11時

山都保健
センター

27日（水）
午前9時30分

～11時

熱塩加納保健
福祉センター
（夢の森）

4月
10日
(日)

ゆうゆうクリニック（西四ツ谷）
☎（22）2111

17日
（日）

渡辺小児科医院（幸町）
☎（22）3133

24日
（日）

あきもと整形外科クリニック（菅原町）
☎（21）1515

29日
（金）

いとう眼科（西四ツ谷）
☎（22）5900

5月
1日
（日）

猪俣医院（字長面）
☎（22）0264

3日
(火)

入澤病院（字蒔田）
☎（22）0267

4日
(水)

医療生協きたかた診療所（字押切東）
☎（23）3611

5日
(木)

大竹内科（字梅竹）
☎（22）0241

8日
(日)

君島内科消化器科クリニック（字一丁目）
☎（24）5800
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喜多方市美術館からのご案内

一般図書
・エコな暮らしができる家づくり
・仏像のなぞとひみつ 頼富本宏
・わかりやすい会津の歴史 幕末・現代編 鈴木荘一
・事件で学ぶ著作権 豊田きいち
・世界の聖地バイブル アンソニー・テイラー
・お母さんのためのワクチン接種ガイド 薗部友良
・早雲立志伝 海道龍一郎
・ポリティコン　上・下 桐野夏生
・つるかめ助産院 小川糸

・給食番長 よしながこうた
・呪いのまぼろし美容院（ナツカのおばけ事件簿９） 斉藤洋
・インゲンマメの絵本（そだててあそぼう81） 十勝農業試験場菜豆グループ
・みえる詩あそぶ詩きこえる詩 はせみつこ
・木いちごの王さま サカリアス・トペリウス
・しんぶんしであそんじゃおう！ いまいみさ
・はるかぜとぷう 小野かおる
・くまのがっこう あだちなみ

・くもにのったポグちゃん いしいつとむ
・ぽぽんたのたんぽぽ 剣持晶子
・みんなでかくれんぼ 内山晟

「館　蔵　展」
　喜多方市美術館が
所蔵している作品の
中から、山中現、
齋正機などの作品36
点を紹介します。
　山中現（やまなか
げん）は1954年喜
多方市生まれ。簡素
化されたユーモラス
な生命体などを木版
で表現する作品には
人気があります。齋正機（さいまさき）は1966年福
島市生まれ。1998年の喜多方市美術館「公募：ふる
さとの風景展」で大賞を受賞。淡い色づかいの作品
が気持ちを和ませます。
　この展覧会は、当初予定していた特別企画展が震
災により開催できなくなったため、代わりに開催す
るものです。
◆会期　4月2日（土）～5月15日（日）
◆休館日　毎週水曜日、（ただし5月4日は開館、5月
6日が休館）
◆開館時間　午前10時～午後6時（最終入館5時30分
まで）
◆観覧料 一　　　　般 300円（250円）
 高校・大学生 200円（150円）
 小・中学生 100円（80円）
　　　　　（　）は20人以上の団体料金
喜多方市美術館☎(23)0404

イベント案内

□おはなしドライブ　4月10日、17日、24日、
午前11時～11時30分
□ちっちゃなおはなしかい　4月21日、午前
11時～11時20分
□ユニットおりがみ教室　4月30日、午前10
時～11時30分

問 問

★図書館利用のワンポイントテクニック★
～ナクソス・ミュージック・ライブラリー 編～
　喜多方市立図書館では、音楽配信サービス「ナクソス･
ミュージック･ライブラリー」の貸し出しを行っています。
クラシックを中心に50万曲を自由に聴くことができ、ご
自宅にインターネット利用環境があればどなたでも利用
できるサービスです。クラシックやジャズが好きな方に
お奨めのサービスです。ご利用のご希望の方は、喜多方
市立図書館カウンターでお申し込みください。

◆開館時間
○火～金………午前9時30分～午後7時
○土･日･祝日…午前9時30分～午後5時30分
◆休館日…4月1日～5日（特別図書整理期間）
11日、18日、25日
問 喜多方市立図書館☎（22）1855問問

4月、5月 の『市民と市長の談話室』

◆日時･場所　

　○4月26日(火)午後1時30分～4時30分
　熱塩加納総合支所
　○5月10日(火)午前9時～正午
　市保健センター
◆対話者　市民の皆さんなら、どなたでも対話でき
ます。
◆対話時間　1人（組）25分以内とします（受付順）。
◆申し込み　4月26日開催分は4月21日(木)まで熱塩加
納総合支所総務課へ、5月10日開催分は5月2日(月)
まで情報政策課へ電話でお申し込みください。
※有意義な対話になるよう、お申し込みの際にお話
ししたい簡単な内容(例：｢○○活性化についての提
案｣など)をお知らせください。
　熱塩加納総合支所総務課総務係☎（36）2111

  情報政策課広報広聴班☎（24）5206

児童図書

紙芝居

　　問 　申

市政に対するご意見やご
要望、まちづくり提案、身
近な話題など　市長と直接
対話してみませんか

 話  者  を募集します対 話 者 　

山中現「ハッピーワールド2」
（1980年・木版）
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（
平
成
２３
年
4
月
発
行
）

表表表表表表表表表表表表表表表表表表表
紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙
のののののののの
写写写写写写写写写写写写写
真真真真真真真真真真真真真真真

表
紙
の
写
真

県重文〔塩川町金橋・金川寺〕　像高102.7㎝

木造聖徳太子立像木造聖徳太子立像
もく ぞう しょう とく たい し りゅう ぞうもく ぞう しょう とく たい し りゅう ぞう

聖徳太子は推古天皇の摂政とし

て政治を補佐し、十二階冠位を定め

たことや「十八条憲法」を発布した

ことなど、政治的な業績は良く知ら

れています。

会津の各地で太子像が残されて

いますが、本像は十六歳孝養太子

像で、頭髪は角髪とし、袍をつけ、

右手で柄香炉を捧げています。右

肩にかけている横被といわれる右

肩を覆う細長い衣がこの像の特徴

的なところです。像高102.7㎝を計る

カツラ材の寄木造で、彫眼・彩色が

なされており、作風から鎌倉時代後

半にこの地方で造像されたものと

考えられます。

■所在地　金川寺　喜多方市塩川

町金橋字金川2090☎（27）２１９３

16,974世帯

52,232人

　－ 人

　－ 人

34人

68人

7 9人

7 5人

喜多方市の人口
（平成23年2月1日現在）

問
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おうひ

るさとの

※人口欄の男女別人口は、平成22年国勢
　調査の基本集計結果公表後から掲載し
　ます。

２２
年
度
の
市
立
中
学
校
卒
業
式
が
３

月
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日
、
市
内
各
中
学
校
で
一
斉
に
行

わ
れ
、
７
校
５
５
１
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の
卒
業
生
に
卒

業
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

表
紙
の
写
真
は
山
都
中
で
、
男
女
合

わ
せ
て
１８
人
の
生
徒
が
卒
業
式
を
迎

え
、
式
を
終
え
た
卒
業
生
た
ち
は
、
校

門
の
外
で
先
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や
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生
、
保
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者
た

ち
に
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送
ら
れ
、
学
び
舎
を
後
に
し
て

い
ま
し
た
。


